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目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的
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113( 0000) 362( 0000)

小学校算数科教育講座
小学校家庭科教育講座～学習指導案でつながる 『 理論』 と
『 実践』  衣生活を 入り 口に家庭科のねら いを 再発見！～

児童が数学的に考える 楽し さ を知り 算数の学習を楽し む
授業を構想する と と も に、 数学的に考える 資質･能力を
育てる ための算数授業力の向上及び授業改善を推進し て
いく 力を 身に付ける 。

内容Ｂ 「 衣食住の生活」 （ 衣生活） の学習指導につい
て、 講義・ 演習を通し て、 学習指導要領の理解を 深め、
主体的・ 対話的で深い学びを意識し た実践的・ 体験的な
学習活動の在り 方について考え、 授業づく り の見通し を
持つ。

９ 月８ 日（ 火） 〈 １ 日〉
島根大学教育学部附属義務教育学校前期課程

10月30日（ 金） 〈 １ 日〉 島根県教育センタ ー

小学校、 中学校、 義務教育学校及び特別支援学校の教員
令和８ 年度小学校数理枠採用５ 年目研修及び６ 年目研修
( 算数) 対象者は必修

小学校・ 義務教育学校前期課程・ 特別支援学校の教員、
中学校・ 義務教育学校後期課程の家庭科教員

島根大学大学院教育学研究科／教育学部小学校教育専攻
准教授　 下村　 岳人

島根大学　 教育学部　 講師　 長　 拓実

528( 0000) ※8150000

小・ 中学校国語科教育書写実技講座
～実技指導のポイ ント を つかむ～

中・ 高等学校国語科教育講座
～「 読む力」 を 問い直す 論理的文章の授業づく り ～

学習指導要領をふま えた、 書写の系統性と 基本的な指導
過程を大切にし た授業づく り について理解し 、 実践的指
導力の向上を図る 。

学習指導要領を踏ま えた講義及び演習を通し て、 「 読む
こ と 」 の資質・ 能力を育成する ための授業づく り につい
て自ら の実践を見つめ直し 、 課題を 設定し て授業力の向
上を図る 。 （ 今年度は論理的文章を 対象と する ）

7月21日（ 火） 〈 １ 日〉 島根県教育セン タ ー

〈 第1回〉 8月20日（ 木） 〈 １ 日〉
　 　 　 　 　 島根県教育センタ ー
〈 第2回〉 12月3日（ 木） 〈 １ 日〉
　 　 　 　 　 島根県教育センタ ー

小学校・ 中学校・ 義務教育学校の国語科担当教員及び特
別支援学校の教員

中学校・ 高等学校・ 特別支援学校の国語科教員　 ※2回
と も 参加し て認定ですが、 1回の参加も 歓迎です。 その
場合、 申し 込む際には「 備考欄」 に記入し てく ださ い。
なお、 「 第２ 回のみ参加」 の方も ６ 月20日ま でに申し 込
んでく ださ い。

島根大学名誉教授　             福田　 哲之
島根県書写書道教育研究会顧問　 大畑　 俊正
島根県書写書道教育研究会顧問　 遠山　 茂樹
島根県書写書道教育研究会会員　 植田　 良司

島根県立大学人間文化学部地域文化学科
　 　 准教授　 古賀　 洋一

816( 0000) 817( 0100)

中学校社会科、 高等学校地理歴史科・ 公民科教育講座
～主権者教育で結ぶ、 分野横断的な学びの実際～

中・ 高等学校数学科教育講座
～単元を 見通し た数学科の授業づく り ～

学習指導要領の目標・ 内容、 実践的課題を踏ま えながら
「 社会的な見方・ 考え方」 を働かせ、 各分野を横断的に
捉えた授業デザイ ンについて学び、 指導力を 高める 。

①単元を見通し た、 主体的・ 対話的で深い学びの実現を
目指す授業づく り について理解する 。  
②Ｉ Ｃ Ｔ 活用を含めた実践的指導力を高める 。

11月10日（ 火） 〈 １ 日〉 島根県教育センタ ー 10月27日（ 火） 〈 １ 日〉  県内中学校

市町村立中学校・ 義務教育学校後期課程、 特別支援学校
（ 中学部） の社会科担当教員 
県立高等学校（ 松江市立皆美が丘女子高等学校を含
む） 、 特別支援学校（ 高等部） の地理歴史科・ 公民科担
当教員

中学校、 義務教育学校（ 後期課程） 及び県立学校（ 松江
市立皆美が丘女子高等学校を含む） の数学科担当教員

宮崎大学大学院教育学研究科
　 　 教授　 吉村　 功太郎

0
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講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場
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講師 講師
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講師 講師

887( 0100) 1035( 0000)

中・ 高等学校外国語教育講座～生徒が伸びる 、 生徒が輝
く ！中嶋先生と 学ぶ「 指導と 評価の一体化」 ！～

小学校社会科教育講座～「 社会的な見方・ 考え方」 を 働か
せて思考力・ 判断力・ 表現力を 育てる 社会科授業づく り ～

「 目標と 指導と 評価の一体化」 に基づく 授業づく り につ
いて理解を深め、 生徒の主体的な学びを引き 出す魅力的
な授業デザイ ンを創造する 。

学習指導要領の目標や内容、 実践的課題を踏ま えなが
ら 、 「 社会的な見方・ 考え方」 を働かせ、 思考力、 判断
力、 表現力等を育てる ための授業デザイ ンについて学
び、 指導力を 高める 。

10月23日（ 金） 〈 １ 日〉 島根県教育センタ ー
6月26日（ 金） 〈 １ 日〉
島根大学教育学部附属義務教育学校前期課程

中学校・ 義務教育学校（ 後期課程） ・ 高等学校・ 特別支
援学校の英語科担当教員
※小中連携の観点から 小学校の先生も 歓迎し ま す

小学校、 義務教育学校前期課程、 特別支援学校（ 小学
部） の教員

英語 わく わく 授業 研究所 　 代表　 中嶋 洋一 島根大学大学院教育学研究科　 教授　 加藤 寿朗

1136( 0000) 1154( 0100)

小学校理科教育講座～主体的な問題解決を 目指し た理科の
授業づく り ～

高等学校理科教育生物講座～生徒が主体的に探究する 単元
の構想～

学習指導要領の趣旨を 踏ま え、 講義・ 演習、 授業参観や
研究協議を通し て、 子ど も の主体的な問題解決を実現
し 、 資質・ 能力を育成する 理科の授業づく り についての
実践的指導力を高める 。

講義・ 演習等を通し て、 科学的に探究する ために必要な
資質・ 能力を 育成する 理科の授業について理解を 深め、
生徒が主体的に探究する 授業を構成する 力と 実践的指導
力を高める 。

9月11日（ 金） 〈 １ 日〉
島根大学教育学部附属義務教育学校前期課程

12月11日（ 金） 〈 １ 日〉
島根県教育センタ ー、 島根大学

・ 小学校・ 義務教育学校前期課程の教員及び特別支援学
校の教員
・ 令和７ 年度小学校数理枠採用５ 年目研修及び６ 年目研
修（ 理科） 対象者は必修

中学校・ 義務教育学校（ 後期課程） ・ 高等学校（ 松江市
立皆美が丘女子高等学校を含む） ・ 特別支援学校の理科
担当教員及び理科担当実習教員

文部科学省　 初等中等局　 教育課程課
　 　 　 　 　 　 教科調査官　 　 有本　 淳

島根大学生物資源科学部生命科学科
　 　 　 准教授　 　 古水　 千尋

1280( 0100) 1279( 0000)

小学校道徳教育講座～主体的・ 対話的で深い学びを めざし
た授業づく り ～

小学校理科教育（ 基礎・ 基本） 講座～基本的な実験・ 観察
のポイ ン ト を 学ぼう ～

道徳科における 「 主体的・ 対話的で深い学び」 の授業づ
く り をする 際のポイ ン ト や発問づく り への理解を図り 、
授業力の向上を図る 。

講義、 演習等を通し て、 問題解決の活動を重視し た理科
の授業づく り について理解し 、 基礎的な観察・ 実験技能
の習得を図る 。

11月13日（ 金） ＜午後＞島根県教育センタ ー 8月24日（ 月） 〈 １ 日〉 島根県教育センタ ー

小学校、 義務教育学校前期課程、 特別支援学校（ 小学
部） の教員

小学校・ 義務教育学校前期課程の教員及び特別支援学校
の教員

畿央大学教育学部　 教授　 島　 恒生 0
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〈 能力開発講座〉

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

1282( 0000) 1151( 0000)

中学校理科教育オン ラ イ ン 講座 ～科学的に探究する ために
必要な資質・ 能力を 育成する 理科の授業づく り ～

中学校理科教育講座 ～個別最適な学び及び協働的な学びを
実現する 理科の授業の在り 方～

科学的に探究する ために必要な資質・ 能力を 育成する 理
科の授業を構想する 力を高める 。

生徒が個別最適な学び及び協働的な学びを行う 理科の授
業についての理解を深め、 実践的指導力を身に付ける 。

※時間は全て15時15分～16時45分（ 90分）
〈 第１ 回〉 ８ 月26日（ 水） 〈 午後〉 オンラ イ ン
〈 第２ 回〉 ９ 月29日（ 火） 〈 午後〉 オンラ イ ン
〈 第３ 回〉 10月21日（ 水） 〈 午後〉 オンラ イ ン
〈 第４ 回〉 11月25日（ 水） 〈 午後〉 オンラ イ ン

11月13日（ 金） 〈 １ 日〉
島根大学教育学部附属義務教育学校後期課程

中学校、 義務教育学校後期課程、 特別支援学校（ 中学
部） の理科担当教員

中学校、 義務教育学校後期課程、 高等学校、 特別支援学
校（ 中学部・ 高等部） の理科担当教員

0 島根大学教育学部　 助教　 堀田　 晃毅

1231( 0100) 751( 0000)

小学校外国語教育講座～「 ゴール」 から 描く ！小学校英語
の授業デザイ ン ～評価を 授業改善に活かす単元づく り ～

小・ 中学校「 総合的な学習の時間」 講座～探究的な学びを
伸ばす学校のマネジメ ン ト ～

目標を明確にも って授業づく り や単元づく り をする こ と
について、 実践発表や講義・ 演習を通し て理解を深め、
教科指導力の向上を図る 。

探究的な学びのサイ ク ルを意識し た「 総合的な学習の時
間」 の理論を 理解する と と も に、 単元づく り の手法や校
内への広がり について考える こ と を 通し て、 指導力を高
める 。

6月10日（ 水） 〈 １ 日〉
島根県教育センタ ー  ※オンラ イ ン参加も 可と する

8月19日（ 水） 〈 １ 日〉 島根県教育センタ ー

小学校、 小学校義務教育学校（ 前期課程） 及び特別支援
学校（ 小学部） の教員
※小学校の内容ですが、 小中連携の視点から 中学校教員
も 歓迎し ま す。

市町村立小・ 中学校、 義務教育学校、 特別支援学校
（ 小・ 中等部） の教員

※講師はオンラ イ ン参加
東京家政大学　 教授　 　   太田　 洋
茨木県ひたちなか市立佐野小学校
　 　 　 　 　 　 　 主幹教諭　 安　 絵里

たつの市立神部小学校　 校長　 石堂　 裕

1342( 0000) 205( 0000)

高等学校産業教育　 授業デザイ ン 講座～産業教育における
探究的な学びの展開～

高等学校産業教育実技（ 工業） 講座

産業教育の各科目において、 探究・ 課題解決型授業の理
論と 基本構造を理解し 、 授業設計力を身に付ける 。 ま
た、 ワ ーク シート や実践事例を用いて授業に活かせる ア
イ デアを 設計し 、 実践力を高める 。

地域や社会の健全で持続的な発展を 担う 職業人と し ての
必要な資質・ 能力の１ つである 「 工業に関する 課題の発
見・ 創造的に解決する 力」 の育成・ 「 実践的・ 体験的な
学習活動」 である PBL学習についての理解を 深める こ と
を と おし て、 課題研究の充実及び探究学習の指導力向上
を 目指す。

9月24日( 木) 〈 １ 日〉 島根県教育センタ ー 期日・ 会場未定

高等学校の産業教育を 担当する 教職経験6年目で希望す
る 教員及び受講を希望する 産業教育担当教員

高等学校及び特別支援学校の産業系担当教員

株式会社ソ フ ィ ア　 廣田　 拓也 0
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〈 能力開発講座〉

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

306( 0100) 255( 0100)

高等学校産業教育実技（ 水産） 講座
～水産加工業界の現状と 経営戦略～

小学校国語科教育講座～「 なんと なく 」 の読みで終わら せ
ない！「 問い」 から 論理的に読み解く 文学の授業～

産業界について学ぶ機会と し 、 産業界の最新の技術を 学
校教育へ反映する 。  
特に水産食品系教員の専門性を高める こ と によ り 、 教員
と し ての資質や能力の向上を図り 、 授業改善に活かすこ
と を目的と する 。

子ど も たちが汎用的な力を身に付ける ための授業と なる
よ う に、 文学教材の教材分析を行い、 実践的指導力の向
上を図る 。

８ 月３ 日( 月) ＜午後＞角屋食品株式会社 8月26日（ 水） 〈 １ 日〉 浜田教育センタ ー

水産高校機関系教員 各校２ 名程度
小学校及び義務教育学校前期課程の教員及び特別支援学
校（ 小学部） の教員

アジフ ラ イ カンパニー・ 株式会社角屋食品
代表取締役　 角谷　 直樹

明星大学　 元教授　 　 白石　 範孝

398( 0100) 781( 0100)

小学校生活科教育講座～子供が主役の学びを デザイ ン す
る ！気付き の質を 高める 生活科のカタ チ～

中・ 高等学校音楽科教育講座～メ ン テナン ス から 指導ま で
不安を 自信に変える ！　 ギタ ー基礎講座～

学習指導要領で求めら れている 「 主体的・ 対話的で深い
学び」 の実現のためにど のよ う な授業改善を 行う と 良い
のかヒ ン ト を学び、 実践的指導力の向上を図る 。

演習を通し て、 ギタ ーの取り 扱い方、 奏法や指導方法に
ついての理解を深め、 実践的指導力の向上を図る 。

10月22日（ 木） 〈 １ 日〉 松江市立宍道小学校 10月9日（ 金） 〈 １ 日〉 浜田教育センタ ー

小学校及び義務教育学校（ 前期課程） ・ 特別支援学校
（ 小学部） の教員、 幼稚園・ 認定子ど も 園の教員、 保育
所の保育士

中学校及び義務教育学校（ 後期課程） ・ 高等学校・ 特別
支援学校（ 中・ 高等部） の教員

文部科学省初等中等教育局教育課程課教科調査官   国
立教育政策研究所教育課程研究センタ ー研究開発部　 教
育課程調査官　 　 齋藤　 博伸

みずほ楽器／ヤマハ　 ギタ ー講師　 　 岩田　 真空

1137( 0100) 1300( 0100)

小学校音楽科教育講座 「 鍵盤ハーモニカを 主役にし たひと
り ひと り が輝く 合奏指導」 ～個の力が光る 合奏づく り ～

小学校特別活動講座～子ど も が本気で話し 合い、 実践する
学級活動の授業づく り ～

鍵盤ハーモニカを、 演奏家から 学びながら 演習する こ と
を通し て、 鍵盤ハーモニカの基礎的な扱い方、 息の使い
方や指の動き 、 合奏でのパート 分担やアンサンブルの考
え方と いった指導の要点についての理解を深め、 実践的
指導力の向上を図る 。

本講座では、 特別活動の教育的意義を理解し 実践意欲を
高める こ と 、 実際の授業を見て協議を行う こ と で学級活
動の授業づく り について学ぶこ と を 目的と する 。

8月24日（ 月） 〈 １ 日〉 浜田教育センタ ー 10月1日（ 木） 〈 １ 日〉 大田市立朝波小学校

小学校及び義務教育学校（ 前期課程） ・ 特別支援学校
（ 小学部） の教員

小学校、 中学校、 義務教育学校及び特別支援学校（ 小・
中学部） の教員

一般社団法人鍵盤ハーモニカ教育LABO
　 　 　 　 　 代表理事　 　 妹尾　 美穂

文部科学省 初等中等教育局 教育課程課　 教科調査官
国立教育政策研究所 教育課程研究センタ ー 研究開発部
教育課程調査官
生徒指導・ 進路指導研究センタ ー　 生徒指導・ 特別活動
連携推進官　 　 　 　 　 　 　 　 和久井　 伸彦
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〈 能力開発講座〉

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

1301( 0100) 639( 0000)

中学校特別活動講座
～学校・ 学級経営の基盤と なる 学級活動の授業づく り ～

小学校図画工作科教育講座
～授業に生かせる 多彩な表現方法を 学ぶ～

本講座では、 学級・ 学校経営の基盤と なる 学級活動の授
業づく り について学び、 実践意欲を高める こ と を目的と
する 。

様々な表現方法を学び、 児童が興味関心をも つこ と がで
き る 題材設定について考え、 児童が表し たいこ と を表す
ための手助けと なる 知識を身に付ける こ と によ り 授業力
の向上を図る 。

11月5日（ 木） 〈 午後〉 松江市立東出雲中学校 8月24日( 月) ～25日( 火) ＜2日＞浜田教育センタ ー

小学校・ 中学校・ 義務教育学校及び特別支援学校（ 小・
中学部） の教員

小学校･義務教育学校前期課程･特別支援学校（ 小学部）
の教員

東北福祉大学　 教育学部　 教授　 長田　 徹 日展準会員／元島根県高等学校美術教員　 春日　 裕次

1256( 0000) 1153( 0100)

中･高等学校美術教育講座 ～描いて学ぶ風景画～
高等学校理科教育化学講座

～生徒が主体的に探究する 単元の構想～

自ら が描く こ と を通し て表現力を 高め、 指導力の向上を
図る 。

授業参観や講義・ 演習を 通し て、 科学的に探究する ため
に必要な資質・ 能力を育成する 理科の授業について理解
を 深め、 生徒が主体的に探究する 授業を構想する 力と 実
践的指導力を 高める 。

8月20日( 木) ～21日( 金) ＜2日＞浜田教育セン タ ー 7月3日（ 金） 〈 １ 日〉 松江東高等学校

中学校・ 義務教育学校後期課程・ 高等学校・ 特別支援学
校（ 中学部及び高等部） の美術科を担当する 教員

中学校・ 義務教育学校（ 後期課程） ・ 高等学校（ 松江市
立皆美が丘女子高等学校を含む） ・ 特別支援学校の理科
担当教員、 理科担当実習教員

日展準会員／元島根県高等学校美術教員　 春日　 裕次
文部科学省 初等中等教育局 教育課程課 教科調査官
国立教育政策研究所教育課程研究センタ ー 研究開発部
教育課程調査官　 　 真井　 克子

862( 0100) 862( 0200)

第１ 回　 中学校技術教育講座～改めて考える 、 指導と 評価
の一体化～

第２ 回　 中学校技術教育講座～ど う し てま すか、 統合的な
問題の解決～

平成29年告示学習指導要領と 評価についての理解を一層
深め、 講義・ 演習・ 協議を通し て育成を目指す資質・ 能
力を明確にし た授業づく り の在り 方を考え、 専門的な教
科指導力をさ ら に高める 。

平成29年告示学習指導要領と 評価についての理解を一層
深め、 講義・ 演習・ 協議を通し て育成を目指す資質・ 能
力を明確にし た授業づく り の在り 方を考え、 専門的な教
科指導力をさ ら に高める 。

６ 月26日（ 金） 〈 １ 日〉 浜セ 12月4日（ 金） 〈 １ 日〉 島根県教育センタ ー

中学校・ 義務教育学校後期課程及び特別支援学校の技術
分野を担当する 教員

中学校・ 義務教育学校後期課程及び特別支援学校の技術
分野を担当する 教員

大阪教育大学　 理数情報教育系　 初等教育部門/大学院
教職実践研究科　 　 　 特任准教授　 向田 識弘

東京学芸大学こ ど も 未来研究所　 研究員　 吉村健志
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〈 能力開発講座〉

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

1346( 0100) 1346( 0200)

共通教科情報「 情報Ⅰ」 「 情報Ⅱ」 講座【 東部】 共通教科情報「 情報Ⅰ」 「 情報Ⅱ」 講座【 西部】

共通教科情報科の目標及び内容を 確認し 、 情報に関する
科学的な見方・ 考え方を働かせた授業作り のポイ ント 、
情報Ⅰから 情報Ⅱへの接続等について考えま す。

共通教科情報科の目標及び内容を確認し 、 情報に関する
科学的な見方・ 考え方を 働かせた授業作り のポイ ント 、
情報Ⅰから 情報Ⅱへの接続等について考えま す。

〈 第１ 回〉 ６ 月12日（ 金） ＜１ 日＞
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 島根県教育セン タ ー
〈 第２ 回〉 ９ 月11日（ 金） ＜１ 日＞
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 島根県教育セン タ ー

〈 第１ 回〉 ６ 月11日（ 木） ＜１ 日＞
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 浜田教育センタ ー
〈 第２ 回〉 ９ 月10日（ 木） ＜１ 日＞
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 浜田教育センタ ー

共通教科情報「 情報Ⅰ」 「 情報Ⅱ」 及び「 情報Ⅰ」 を 代
替する 科目を担当する 教員

共通教科情報「 情報Ⅰ」 「 情報Ⅱ」 及び「 情報Ⅰ」 を代
替する 科目を 担当する 教員

0 0

1235( 0000) 1347( 0000)

学校図書館を 活用し た授業改善講座
～探究的な学びを 視野に入れて～

健康教育実践講座～児童生徒を 薬物乱用から 守る ために～

学習の基盤と なる 言語能力や情報活用能力の育成に向
け、 学校図書館をど のよ う に活用し 、 授業改善を図る の
か。 そのヒ ント を学び、 実践的指導力を高める こ と を め
ざす。

健康教育（ 学校保健） に関する 現代的課題について見識
を 深める 。  
保健主事の学校保健推進者と し ての力量を高める 。

10月7日（ 水） 〈 １ 日〉 オンラ イ ン 8月7日（ 金） 〈 午後〉 松江合同庁舎

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校の教職員

市町村立小・ 中学校・ 義務教育学校、 県立学校の希望者 
管理職セレ ク ト の希望者

放送大学　 客員准教授　 塩谷　 京子
横浜薬科大学　 レ ギュ ラ ト リ ーサイ エンス 研究室    教
授　 小出　 彰宏　 　 博士（ 薬学）

1206( 0000) 1284( 0000)

就学前人権教育講座
～幼児期における 人権教育を すすめる ために～

国立療養所長島愛生園訪問研修【 西部発着】

幼児期における 人権教育について理解を深める こ と で、
子ど も 一人一人を大切にし た幼児教育･保育の実践力向
上につなげる 。

ハンセン病療養所への訪問を通し て、 ハンセン病問題に
ついて理解を 深める と と も にハンセン病問題の課題を認
識し 、 学校での指導・ 啓発に活かす。

8月26日( 水)  〈 午後〉 あすてら す
7月31日（ 金） 〈 １ 日〉 国立療養所長島愛生園（ 岡山県
瀬戸内市邑久町虫明6539）

・ 幼稚園、 認定こ ど も 園の教員 
・ 保育所の保育士 
・ 特別支援学校の幼稚部担当教員

小･中学校及び義務教育学校、 高等学校、 特別支援学校
の教職員　 ３ ０ 名程度
※今ま でにハンセン病療養所に訪問経験のない方を優先
する 。
※令和7年度から 年1回の開催に変更。 R8年度は西部発
着、 R9年度は東部発着を 実施予定。

一般社団法人 Ri ght s of  t he Chi l d
                き し も と 　 たかひろ　 さ ん

0
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〈 能力開発講座〉

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

1331( 0000) 1189( 0000)

人権教育講座～部落差別・ 同和問題について考える ～
AI 時代のプロ グラ ミ ン グ教育実践講座～AI 時代、 高ま る プ

ロ グラ ミ ン グ教育の意義～

部落差別・ 同和問題についての現状と 課題についての理
解を深め、 同和問題学習を行う 上での実践力向上につな
げる 。

小中高の接続を踏ま えたプロ グラ ミ ング教育の目的、 必
要性についての理解を深める と と も に、 プロ グラ ミ ング
を 実際に体験し ながら 、 児童生徒の学習成果を踏ま えた
体系的な学びにつなげる ための実践的な指導力を 高め
る 。

10月7日( 水)  〈 午後〉 サン・ レ イ ク 10月8日（ 木） 〈 １ 日〉 島根県教育センタ ー

小･中学校及び義務教育学校、 高等学校、 特別支援学校
の教職員

小・ 中学校・ 義務教育学校、 県立高等学校（ 松江市立皆
美が丘女子高等学校を含む） 及び特別支援学校の教員

関西大学　 教授　 内田　 龍史 神戸親和大学　 教授　 中尾 尊洋

1286( 0000) 1287( 0100)

校務改善のための教育データ 活用講座　 ～アン ケート
フ ォ ーム を 中心に～

ク ラ ウ ド の強みを生かし た授業デザイ ン講座【 Googl e
Workspace f or  educat i on】 ～ク ラ ウ ド 活用が学びを 豊かに

する ！考えよ う こ れから の授業デザイ ン～

「 アンケート フ ォ ーム 」 を利用し たデータ 利活用につい
て理解し 、 実践的な活用の方法を 身につける 。

ク ラ ウ ド の強みを生かし た一人一台端末の活用について
Googl e Workspace f or  educat i onに特化し 、 よ り よ い授
業づく り についてI CTの機能や操作方法の理解、 体験を
通し て実践力を高める 。

9月29日（ 火） 〈 １ 日〉 島根県教育セン タ ー 8月19日（ 水） 〈 １ 日〉 島根県教育センタ ー

小学校・ 中学校・ 義務教育学校・ 高等学校及び特別支援
学校の教職員

小学校・ 中学校・ 義務教育学校・ 高等学校及び特別支援
学校の教員

0 0

1287( 0101) 1288( 0000)

ク ラ ウ ド の強みを 生かし た授業デザイ ン講座
【 Mi crosof t 365 educat i on】 ～ク ラ ウ ド 活用が学びを 豊か

にする ！考えよ う こ れから の授業デザイ ン ～

子ど も が主体のコ ンテン ツ 活用講座　 ～NHK f or  School を
中心に～

ク ラ ウ ド の強みを生かし た一人一台端末の活用について
Mi crosof t 365 educat i onに特化し 、 よ り よ い授業づく り
についてI CTの機能や操作方法の理解、 体験を通し て実
践力を高める 。

多く の学校授業用動画コ ンテンツ を 有する 「 NHK f or
School 」 の制作背景やねら いについて理解し 、 その視聴
と 授業での活用を構想し 授業実践力を高める 。

6月24日（ 水） 〈 １ 日〉 島根県教育セン タ ー 10月28日（ 水） 〈 １ 日〉 島根県教育セン タ ー

小学校・ 中学校・ 義務教育学校・ 高等学校及び特別支援
学校の教員

小学校・ 中学校・ 義務教育学校・ 高等学校及び特別支援
学校の教職員

0 NHK放送文化研究所　 主任研究員　 宇治橋祐之

- 41 -



〈 能力開発講座〉

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

1289( 0100) 1290( 0100)

AI 時代の教育情報セキュ リ ティ 講座～日々変遷を 遂げる 教
育情報シス テム 及び情報セキュ リ ティ の理解～

児童生徒が自ら 考える 力を 高める ！情報モラ ル教育実践講
座～1人1台端末を 持つのが当たり 前の時代に求めら れる 情

報モラ ルと は？～

生成AI を はじ めと し たテク ノ ロ ジーの進化が激し い現代
において、 高ま る 教育情報セキュ リ ティ の重要性につい
て理解を 深め、 最新の動向に関する 講義を通じ て教育情
報セキュ リ ティ に関する 実践力を 高める 。

１ 人１ 台端末の導入等を 背景に、 児童生徒が自ら 考える
力を高める 情報モラ ル教育の実践に向けて、 情報モラ ル
の重要性について理解を 深め、 最新の動向に関する 講義
を 通じ て情報モラ ルに関する 実践力を高める 。

9月8日（ 火） 〈 午前〉 オンラ イ ン 9月8日（ 火） 〈 午後〉 オンラ イ ン

小学校・ 中学校・ 義務教育学校・ 高等学校及び特別支援
学校の教職員

小学校・ 中学校・ 義務教育学校・ 高等学校及び特別支援
学校の教職員

柏市教育委員会　 教育研究専門アド バイ ザー　 西田　 光
昭

常葉大学　 教育学部　 准教授　 酒井郷平（ オンラ イ ンで
参加）

1291( 0000) 1332( 0100)

授業で育み活かす！子ど も の情報活用能力育成講座～学び
の質を 高める 授業づく り ～

校内の情報化を 進めたい教員のためのI CT活用推進実践講座
～1人の100歩よ り みんなの1歩になる こ と を 考える ～〈 第１

回〉

学習の基盤と なる 資質・ 能力の1つと し て位置づけら れ
た情報活用能力の育成についての基本的な考え方を理解
する と と も に、 情報活用能力の育成・ 発揮を 適切に位置
づけた授業を構想する 力を高める 。

デジタ ル学習基盤を生かし た学習者主体の学びについて
の理解を深める と と も に、 校内の情報化を推進する にあ
たっての課題をつかみ、 解決のために計画的に支援や研
修を実践する 力を高める 。

11月13日（ 金） 〈 １ 日〉 島根県教育センタ ー ６ 月11日（ 木） 〈 １ 日〉 島根県教育セン タ ー

小学校・ 中学校・ 義務教育学校及び特別支援学校（ 小学
部・ 中学部） の教職員

小・ 中学校及び義務教育学校の教員

中京大学 教養教育研究院 教授　 泰山　 裕
京都教育大学 教職キャ リ ア高度化センタ ー
　 　 　 　 　  講師 　 大久保 紀一朗

1332( 0200) 921( 0000)

校内の情報化を 進めたい教員のためのI CT活用推進実践講座
～1人の100歩よ り みんなの1歩になる こ と を 考える ～〈 第２

回〉

不登校の理解と 支援講座 ～ 不登校の要因や背景について
理解を 深め、 よ り よ い支援について考えたい方へ ～　 オン

ラ イ ン

デジタ ル学習基盤を生かし た学習者主体の学びについて
の理解を 深める と と も に、 校内の情報化を推進する にあ
たっての課題をつかみ、 解決のために計画的に支援や研
修を実践する 力を高める 。

島根県の喫緊の課題である 不登校への理解を深め、 子ど
も たちの社会的な自立を 目指し てど のよ う に支える の
か、 支援の視点について考え、 対応する 力を高める 。

11月26日（ 木） 〈 １ 日〉 島根県教育センタ ー
①６ 月30日（ 火） ～７ 月７ 日（ 火） オンデマンド
②７ 月８ 日（ 水） 〈 午後〉 オンラ イ ン

小・ 中学校及び義務教育学校の教員

幼稚園、 小・ 中学校及び義務教育学校、 高等学校（ 松江
市立皆美が丘女子高含む） ・ 特別支援学校の教職員
※管理職・ 事務職員 セレ ク ト 研修対象（ 一般受講者と
同様にオンデマンド 動画視聴・ オン ラ イ ン研修の両方を
受講）
※鳥取県連携講座・ 埼玉県連携講座・ ・ ・ 令和8年7月8
日（ 水） 午後のオンラ イ ン研修のみ

0
①学校教育課 子ど も 安全支援室 指導主事
②鳥取県立精神保健福祉センタ ー　  所長　 原田　 豊
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〈 能力開発講座〉

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

1298( 0000) 1100( 0000)

子ど も 理解と 支援講座 ～ 子ど も の心理的な発達と 環境の
変化と の関係について理解し 、 子ど も へのかかわり を 見直

し たい方へ ～

教職員のかかわる 力を 高める 実践講座 ～ 子ど も や保護
者・ 同僚と のかかわり を よ り よ く し たい方へ ～

子ど も の心理的な発達と 環境の変化と の関係について理
解し 、 そのこ と を踏ま えたかかわり を考え、 支援を行う
資質を高める 。

体験的な演習を通し て、 子ど も や保護者・ 同僚と のよ り
よ いかかわり や支援について理解を 深める と と も に実践
力を高める 。

９ 月１ 日（ 火） 〈 午後〉 オンラ イ ン 11月19日（ 木） 〈 １ 日〉 島根県教育セン タ ー

幼稚園、 小・ 中学校及び義務教育学校、 高等学校（ 松江
市立皆美が丘女子高含む） ・ 特別支援学校の教職員( 70)
※事務職員( 10) ・ 管理職( 10)  セレ ク ト 研修対象
※鳥取県連携講座( 10) ・ 埼玉県連携講座( 10)

小・ 中学校及び義務教育学校、 高等学校（ 松江市立皆美
が丘女子高含む） ・ 特別支援学校の教職員　 ( 10名)

上越教育大学教職大学院　 教授　 赤坂　 真二 島根県ス ク ールカウ ンセラ ー　 五明田　 典子

1333( 0000) 1334( 0000)

愛着（ アタ ッ チメ ン ト ） 形成に課題を 抱える 子ど も の理解
と 支援講座～ 愛着に課題を 抱える 子ど も やその保護者と の

かかわり について考える  ～

発達障がいのある 子ど も の理解と 特別支援学級の授業づく
り 講座

子ど も が愛着形成をし ていく 過程及び課題について理解
を深め、 そのこ と を踏ま えたかかわり を考え、 支援を 行
う 資質を 高める 。

発達障がいのある 子ど も を理解し 支援する ための専門的
な知識や技能を身に付け、 日々の実践にいかそう と する
意欲を高める 。

10月20日（ 火） 〈 １ 日〉 島根県教育センタ ー 9月11日（ 金） 〈 １ 日〉 浜田教育センタ ー

幼稚園、 小・ 中学校及び義務教育学校、 高等学校（ 松江
市立皆美が丘女子高含む） ・ 特別支援学校の教職員

小・ 中学校及び義務教育学校、 高等学校及び特別支援学
校の教職員

0 山口大学教育学部　 准教授　 柳澤　 亜希子

1335( 0100) 1337( 1000)

通常の学級における 多様な学びを 支える 基礎講座 特別支援学校セン タ ー的機能担当者実践講座

通常の学級等における 特別な支援を必要と する 子ど も 一
人一人の学びの保障の視点から 、 子ど も 理解に努め、 子
ど も の願いに寄り 添っ たかかわり と 支援について学び、
実践に生かそう と する 態度を身につける 。

特別支援学校センタ ー的機能担当者の教育相談におけ
る 、 授業観察やコ ンサルテーショ ン 等の専門性の向上を
図る 。

11月6日（ 金） 〈 １ 日〉 出雲合同庁舎 6月25日（ 木） 〈 １ 日〉 出雲合同庁舎

幼児教育施設、 小・ 中学校、 義務教育学校、 県立高等学
校（ 松江市立皆美が丘女子高等学校を含む） 及び特別支
援学校の教職員

特別支援学校の教員でセンタ ー的機能担当者及び今後セ
ン タ ー的機能担当を目指す者 
各特別支援学校２ 名ま でと する

宮城学院女子大学　 教育学部教育学科児童教育専攻　 教
授　 梅田　 真理

島根大学教育学部附属学校学習生活支援研究セン タ ー
指導教諭　 宮﨑紀雅
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〈 能力開発講座〉

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

※13360000 1338( 0000)

明日から の支援に生かす！特別支援学級・ 通級によ る 指導
担当のための実践講座～15時から 90分×4回の学びでコ ツ を

つかも う

学びが変わる ！知的障がいのある 子ど も の理解と 授業づく
り 講座～知的障がいのある 子ど も の心理的な課題や支援を

理解し 、 自立に向けた授業づく り を 考える ～

1年間の研修を通し て、 特別支援学級の学級経営や通級
によ る 指導担当に必要な専門的知識及び技能を高め、 指
導力の向上を図る 。

知的障がいのある 子ど も の豊かな生活や学習意欲を引き
出すために、 子ど も を主体と し た授業づく り や授業の在
り 方を考える こ と で、 特別支援教育の専門性を高める 。

〈 第１ 回〉 5月12日（ 火） 〈 午後〉 オン ラ イ ン
〈 第２ 回〉 6月23日（ 火） 〈 午後〉 オン ラ イ ン
〈 第３ 回〉 10月6日（ 火） 〈 午後〉 オン ラ イ ン
〈 第４ 回〉 12月1日（ 火） 〈 午後〉 オン ラ イ ン
　 　 ※時間は全て15時～16時30分

9月15日（ 火） 〈 １ 日〉 松江養護学校
9月15日（ 火） 〈 午後〉 オンラ イ ン
9月15日（ 火） 〈 午後〉 松江養護学校（ 会場校教職員の
み）

小学校、 中学校及び義務教育学校の特別支援学級担任ま
たは通級によ る 指導担当、 高等学校の通級によ る 指導担
当及び特別支援教育コ ーディ ネータ ー

市町村立小・ 中学校、 義務教育学校、 県立高等学校（ 市
立皆美が丘女子高等学校を含む） 及び特別支援学校の教
職員

兵庫県加古川市立平岡小学校　 主幹教諭　 尾住　 奈未 和歌山大学教育学部　 准教授　 北岡　 大輔

1339( 0000) 1303( 0000)

「 個別の教育支援計画」 でつなげる 支援・ つながる 支援講
座～事例から 学ぶ切れ目ない支援～

いじ め・ 不登校を 防ぐ ！学級づく り 講座

個別の教育支援計画の意義や目的、 関係機関と の連携の
あり 方について理解を 深め、 障がいのある 児童生徒一人
一人に適切な支援を行う 実践力の向上を図る 。

かかわり プロ グラ ムSl i mpl e代表の曽山先生の講義や、
学校での「 ス リ ンプル・ プロ グラ ム 」 の実践を通し て、
発達支持的生徒指導を意識し た学級づく り について学
ぶ。

期日未定 〈 午後〉 オンラ イ ン 5月13日（ 水） 〈 １ 日〉 浜田教育センタ ー

幼児教育施設・ 小・ 中学校及び義務教育学校、 県立学校
（ 市立皆実が丘女子高含む） の教員

市町村立小・ 中学校、 義務教育学校、 県立高等学校、 特
別支援学校の教職員

東京学芸大学　 准教授　 小林　 玄 かかわり プロ グラ ムSl i mpl e　 代表　 曽山　 和彦

※13480000 1341( 1100)

教育相談！みんなでス キルアッ プ講座
【 東部】 生徒指導の４ つの視点から 考える 子ど も の自己実

現支援講座～「 今」 と 「 こ れから 」 の笑顔のために～

不登校等の児童生徒や保護者と の信頼関係について、 必
要な態度や心構え、 方法など について体験的に学び、 教
育活動における 実践力を培う 。

生徒指導の実践上の４ つの視点（ 自己存在感の感受、 共
感的人間関係の育成、 自己決定の場の提供、 安全・ 安心
な風土の醸成） を生かし た積極的な生徒指導を推進でき
る よ う に指導力・ 組織力の充実を図る 。

〈 第1回〉  8月19日（ 水） 〈 午後〉 浜田教育センタ ー
〈 第2回〉  10月22日（ 木） 〈 午後〉 オンラ イ ン
〈 第3回〉  12月11日（ 金） 〈 午後〉 オンラ イ ン

８ 月４ 日（ 火） 〈 １ 日〉 松江合同庁舎

小・ 中学校、 義務教育学校、 県立高等学校及び特別支援
学校の教職員

小学校・ 中学校・ 義務教育学校・ 高等学校・ 特別支援学
校の教職員

〈 第１ 回、 第２ 回〉
　 　 　 明治大学　 教授　 諸富　 祥彦
〈 第３ 回〉 浜田教育センタ ー　 指導主事

日本ペッ プト ーク 普及協会認定講師　 寺本 強
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〈 能力開発講座〉

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号

目的

期日会場

対象

講師

1341( 1200) 1194( 0000)

【 西部】 生徒指導の４ つの視点から 考える 子ど も の自己実
現支援講座～「 今」 と 「 こ れから 」 の笑顔のために～

教育法規の基礎講座～判断力を 高める 教育法規の基礎と
『 赤本』 の見方・ 使い方・ 実践活用講座～

生徒指導の実践上の４ つの視点（ 自己存在感の感受、 共
感的人間関係の育成、 自己決定の場の提供、 安全・ 安心
な風土の醸成） を生かし た積極的な生徒指導を推進でき
る よ う に指導力・ 組織力の充実を 図る 。

教育行政事務を担当する 職員と し て、 法令用語、 条例の
構成等の基礎知識や、 読み方のコ ツ について学ぶこ と に
よ り 、 法務能力の向上を 図る 。

８ 月５ 日（ 水） 〈 １ 日〉 浜田合同庁舎 ８ 月20日（ 木） 〈 １ 日〉  浜田教育センタ ー

小学校・ 中学校・ 義務教育学校・ 高等学校・ 特別支援学
校の教職員

小学校・ 中学校・ 義務教育学校の教職員

日本ペッ プト ーク 普及協会認定講師　 寺本 強 0

1218( 0000)

フ ァ シリ テーショ ン 講座～今日から 使おう 「 話し 合い」 の
アッ プデート 術～

教職員一人ひと り の専門性が最大限に発揮さ れる 「 チー
ム学校」 の土台と なる 対話を活性化さ せる フ ァ シリ テー
ショ ンの本質を学び、 その有効性を体感する 。 こ れによ
り 、 組織的な課題解決力を高める と と も に、 地域や保護
者と も 協働でき る 資質能力の向上を図る 。

10月９ 日（ 金）  〈 １ 日〉 島根県教育センタ ー

小学校・ 中学校・ 義務教育学校・ 高等学校・ 特別支援学
校の教職員

東部社会教育センタ ー　 社会教育主事
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〈 島大連携〉

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

9019( 0000) 9020( 0000)

図画工作科の授業と 教材開発 小学校社会科の授業デザイ ン と 教材開発

小学校図画工作科教育における 基礎的な教材を体験的に
理解し 、 子ど も が表現し やすい教材開発のコ ツ を掴みま
す。  
○ 絵に表す： 着色の具体的な方法・ 技術（ 点描と 陰影
法） を学びま す。  
○ 立体に表す： 石膏を活用し た造形活動で、 子ど も の
興味・ 関心の高め方を 学びま す。  
○ 造形遊び： 体全体を使っ て活動する 「 ビデオザウ ル
ス がやっ てき た！」 の授業ビデオを視聴し 、 授業設定の
工夫を学びま す。  
○ 版に表す： 普段の生活で捨てら れる も のから 、 簡単
な版作り をする 。 刷る こ と の楽し さ を学びま す。

本研修ではま ず、 教育改革の動向を ふま えながら 小学校
学習指導要領社会科について、 その目標や内容について
解説し ま す。 次に、 子ど も の資質・ 能力を育てる 社会科
授業づく り の考え方や具体化へのポイ ント について考察
し ま す。 さ ら に、 「 主体的・ 対話的で深い学び」 の観点
から の小学校社会科授業改善や具体的な教材開発につい
て検討し ま す。

8月25日（ 火） 〈 1日( 6時間) 〉
山陰教員研修センタ ー

7月27日（ 月） 〈 1日( 6時間) 〉
ハイ フ レ ッ ク ス 型（ 山陰教員研修センタ ー＋
YouTubeLi ve配信)

小学校、 義務教育学校前期課程（ 対象校種外の方でも 受
講可能です。 ）
美術・ 図画工作科（ 対象教科外の方でも 受講可能で
す。 ） 教員

小学校、 中学校、 義務教育学校、 特別支援学校
社会科（ 対象教科外の方でも 受講可能ですが、 専門的な
内容も 含みま す。 ） 教員

島根大学教職大学院　 教授　 川路　 澄人

島根大学教職大学院　 　 　 　 　 　 教授　 加藤　 寿朗
島根大学教育学部 　 　 　 　 　  准教授　 紙田　 路子
松江市立義務教育学校玉湯学園　 教頭　 和田　 律央
島根大学教育学部附属義務教育学校前期課程
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 主幹教諭　 仁宮　 香

9021( 0000) 9022( 0000)

教育政策から 考える 多様な背景を 持っ た子供たちの就学・
進学保障　 （ 現職教員研修と 共同開講）

地域問題解決型の総合的な学習・ 探究の時間の開発

社会の多様化と と も に子供たちの就学・ 進学をめぐ る 問
題も 複雑化し ている 。 本研修では、 外国にルーツ を持つ
子供たちを例にと り 、 かれら の就学・ 進学にいかなる 教
育政策が講じ ら れている のかを分析する 。 政策を批判的
に読み解く 演習を通じ て、 受講者は「 制度を 積極的に読
み替える 実践」 を学び、 政策理念を現場で生かす力と 制
度の限界を現場で補う 力の双方を 育むこ と を 目指す。

新し い学習指導要領では社会に開かれた教育課程の実現
が求めら れていま すが、 それは何故なのでし ょ う か。 地
域と 協働し て教育活動を 展開し ていく 意義や価値を踏ま
えつつ、 多く の学校で実施さ れている 地域課題解決型の
探究学習をいかに設計し 、 動かし ていく かを考えていく
ための講座です。

８ 月４ 日（ 火） 〈 午前( 3. 5時間) 〉 ZOOM
6月30日（ 火） 〈 午後( 3時間) 〉
ハイ フ レ ッ ク ス 型（ 山陰教員研修センタ ー＋
YouTubeLi ve配信)

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校　 教職員

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校　  教員

島根大学 教育学部　 特任助教　 永島　 郁哉 島根大学大学教育センタ ー　 准教授　 中村　 怜詞

9023( 0000) 9024( 0000)

教師のキャ リ ア（ 現職教員研修と 共同開講）
学校現場のメ ン タ ルヘルス ～島根大学式働き 方タ イ プ尺度

を 生かし て～

時間の経過だけで進むも のではなく 、 「 省察―刷新―成
長」 の繰り 返し と 他者から のフ ィ ード バッ ク が不可欠で
す。 講義では、 現任校での実践を 振り 返り 、 自己評価と
改善案を 考える ワ ーク を通じ て、 キャ リ ア形成を持続さ
せる ためのヒ ント を提供し ま す。 教師と し ての現在位置
を確認し 、 次の局面を 見据えた成長の羅針盤を手に入れ
る 機会と し てく ださ い。

島根大学式働き 方タ イ プ尺度（ ScWAT） を活用し た研修
です。 尺度を 体験する こ と で、 自分の働き 方タ イ プを知
り 、 タ イ プご と に異なる 、 職場でのメ ンタ ルヘルス 維
持・ 向上のヒ ント を学びま す。 ま た、 自分と は異なる タ
イ プの特徴を 知る こ と で、 他者や人間関係理解を 得て、
チーム学校の実現への一助と し ていただければと 思いま
す。

10月５ 日（ 月） ＜午前( 3. 5時間) ＞
Ｚ Ｏ Ｏ Ｍ

９ 月17日（ 木） 〈 午後（ ３ 時間） 〉
山陰教員研修センタ ー

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校　 教職員

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校　 教職員

島根大学　 地域未来協創本部　 准教授　 丸山　  実子 島根大学人間科学部  教授　 高橋　 悟
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〈 島大連携〉

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

9025( 0000) 9026( 0000)

生徒同士を つなぎ、 自治的な力を 育むこ と で、 いじ めの未
然防止に取り 組んだ中学校の実践に学ぶ

障碍のお子様を 養育さ れている 保護者の「 語り 」 から の学
び【 鳥取県教育センタ ー】

現代的教育課題と なっ ている いじ めは多く の学校にと っ
て喫緊の課題である 。 一人一人が大切にさ れている と 実
感でき る 話し 合い活動や、 生徒同士が繋がる ための活動
を中心と し た『 自治の取り 組み』 によ って、 その未然防
止に成果を上げた学校がある 。 そこ には多様な生徒が身
の回り の課題を自分事と 捉え、 主体的に解決し よ う と す
る 力を育む様々な仕掛けがあった。 自校の取り 組みに閉
塞感を持つ教員にと っ て、 新たな視点が持つこ と ができ
る 。

園や学校において、 保護者と 連携し て子ど も を育ててい
く こ と は重要かつ不可欠である こ と は誰も が理解し てい
ま す。 し かし 、 実際の「 連携」 は容易ではなく 、 「 〇〇
すればいい」 と いった正解がある わけでも あり ま せん。  
　 そこ で本講習では、 特別な支援を 必要と する お子さ ん
を 育てる ある 一人の保護者を招き 、 子育てのこ れま でと
今、 そし て未来を語っていただく こ と を通し て、 園や学
校での関わり を吟味、 考察し ま す。 その上で、 園や学校
と すれば、 何を大切にし 、 ど んなこ と を、 ど のよ う に行
えばよ いのかについて検討し ま す。

７ 月28日（ 火） ＜午前( 3時間) ＞
山陰教員研修センタ ー

８ 月20日（ 木） ＜午前( 3時間) ＞
鳥取県教育センタ ー

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校　 教職員

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校　 教職員

島根大学教職大学院　 特任教授　 藤原　 建
島根大学教職大学院　 特任教授　 原　 広治
保護者

9030( 0000) 9032( 0000)

発達障害のある 児童にかかわる いじ めがなぜ重大事態に
至っ たのか

I CT活用の可能性

小中学校における 、 いじ めの発生件数は増加し ている 。
し かし 、 いじ めをいじ めと 認知し ないで、 児童生徒間の
人間関係のト ラ ブルと 置き 換えたり 、 普段あり がちな問
題と 捉えたり し て対応が遅れ、 中には重大事態に発展し
たり 、 命にかかわったり する 事案も 見ら れる 。 本研修で
は、 発達障害のある 児童にかかわる いじ めの事例を分析
し 、 学校における 対応の在り 方や保護者対応について受
講者同士でも 意見を交わし 、 早期発見、 早期対応のヒ ン
ト を探る 。

本講習では、 「 I CT活用の可能性」 をテーマに目指すべ
き 活用のあり 方を押さ えつつも 、 新たな方向性を 示すこ
と を目指し ま す。 前半は、 児童・ 生徒が主体的にI CTを
活用する ためのポイ ント を押さ えつつ、 創造的な実践を
目指す考え方を共有し ま す。 後半は、 プロ グラ ミ ング教
育や生成AI のテーマを取り 上げ、 様々な可能性を 探究し
ていき ま す。

９ 月18日（ 金） ＜午後( 3時間) ＞
山陰教員研修センタ ー

８ 月７ 日（ 金） ＜１ 日( 6時間) ＞
ハイ フ レ ッ ク ス 型（ 山陰教員研修センタ ー＋YouTube
Li ve配信）

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校（ 対象校種外の方は受講でき ま せん。 ） 　 教員

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校 　 教職員

元島根大学教職大学院  　 特任教授　 三島　 修治
小村臨床心理士事務所  所長・ 元浜田児童相談所
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 所　 長　 小村　 俊美
原　 市　 法律事務所・ 島根県弁護士会
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 弁護士　 原　 　 市

島根大学教育学部 　 教授　 深見　 俊崇
島根大学教職大学院 教授　 御園　 真史

9033( 0000) 9036( 0000)

地域と と も にある 学校経営（ 現職教員研修と 共同開講）
学校教育における 「 多文化共生」 （ 現職教員研修と 共同開

講）

コ ミ ュ ニティ ・ ス ク ールと は何か。 島根県・ 鳥取県でも
コ ミ ュ ニティ ・ ス ク ールの導入が進む中、 地域と 連携・
協働し た学校経営のあり 方が問われていま す。 本研修で
は、 学校運営協議会の制度と 実態や、 保護者・ 地域・ 子
ど も の学校参加の原理と 実践について学ぶと と も に、 社
会教育や地域づく り の視点から も 、 教育のあり 方につい
て考えていき ま す。

本研修では、 学校教育における 「 多文化共生」 につい
て、 その学術的な議論を 踏ま えつつ、 実践に関わる 知見
を 深める こ と を目指し ま す。 本研修を受講する こ と によ
り 、 主に次の成果を得る こ と が期待でき ま す。 ①「 多文
化共生」 に関わる 学術的議論を理解する こ と ができ る 。
②外国の「 多文化共生」 に関わる 実践例から 参照でき る
点を導き 出すこ と ができ る 。 ③日本の学校教育における
「 多文化共生」 の実践を 具体的に考案する こ と ができ
る 。

８ 月４ 日（ 月） ＜半日( 3. 5時間) ＞
Ｚ Ｏ Ｏ Ｍ

10月５ 日（ 月）  ＜午後( 3. 5時間) ＞
ZOOＭ

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校 　 教職員

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校 　 教職員

島根大学 教職大学院　 講師　  大野　 公寛
島根大学教職大学院　 特任教授　 藤原　 建

大阪大学大学院人間科学研究科　 准教授　 坂口　 真康
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〈 島大連携〉

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

9037( 0000) 9038( 0000)

英語授業における 多様な子ど も たちへの工夫と 支援
英語授業における 多様な子ど も たちへの工夫と 支援【 鳥取

県教育セン タ ー】

母語ではない言語を学ぶこ と に、 他の教科にはない「 楽
し さ 」 を 感じ る 子ど も も いれば、 困難さ を抱える 子ど も
も いま す。 社会のグロ ーバル化・ 多様化が進み、 小中高
を通し て一層、 言語活動の充実・ 発信力も 求めら れる
中、 授業の中で子ど も たちの困難さ をど のよ う に見取
り 、 ど のよ う な工夫・ 支援を行えばよ いでし ょ う か。 そ
の背景や事例を紹介し ながら 、 皆さ んと 一緒に考えてい
き たいと 思いま す。  
※【 オン デマンド 研修】 「 英語学習における 学びの多様
性と 、 授業での工夫を 考える （ 理論編） 」 を 受講済みの
方を対象と し ま す。 受講日ま でにオンデマン ド 研修を 修
了し てく ださ い。

母語ではない言語を学ぶこ と に、 他の教科にはない「 楽
し さ 」 を感じ る 子ど も も いれば、 困難さ を抱える 子ど も
も いま す。 社会のグロ ーバル化・ 多様化が進み、 小中高
を 通し て一層、 言語活動の充実・ 発信力も 求めら れる
中、 授業の中で子ど も たちの困難さ をど のよ う に見取
り 、 ど のよ う な工夫・ 支援を行えばよ いでし ょ う か。 そ
の背景や事例を紹介し ながら 、 皆さ んと 一緒に考えてい
き たいと 思いま す。  
※【 オンデマンド 研修】 「 英語学習における 学びの多様
性と 、 授業での工夫を考える （ 理論編） 」 を受講済みの
方を対象と し ま す。 受講日ま でにオンデマンド 研修を修
了し てく ださ い。

８ 月18日（ 火）  ＜１ 日( 6時間) ＞
山陰教員研修センタ ー

８ 月４ 日（ 火）  ＜１ 日( 6時間) ＞
鳥取県教育センタ ー

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校　 外国語（ 対象教科外の方でも 受講可能ですが、 専門
的な内容も 含みま す。 ）
教員（ 【 オンデマンド 研修】 「 英語学習における 学びの
多様性と 、 授業での工夫を考える （ 理論編） 」 を受講さ
れた方が対象です。 ）

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校　 外国語（ 対象教科外の方でも 受講可能ですが、 専門
的な内容も 含みま す。 ）
教員（ 【 オン デマンド 研修】 「 英語学習における 学びの
多様性と 、 授業での工夫を考える （ 理論編） 」 を 受講さ
れた方が対象です。 ）

島根大学教職大学院 特任教授　 大谷 みど り 島根大学教職大学院 特任教授　 大谷 みど り

9039( 0000) 9040( 0000)

小学校外国語活動・ 外国語科の理論と 実践【 鳥取県教育セ
ン タ ー】

 子ど も 理解と かかわり ～子ど も の心を 育てる 営み～

小学校「 外国語活動」 「 外国語科」 の目標・ 意義・ 評価
についての基本事項を 再確認する こ と に加え、 児童の発
達段階・ 学習者要因に応じ た指導・ 支援の在り 方、 小中
連携についても 理解を 深めま す。 演習では、 実際の教材
（ 勤務校で使用し ている 教科書） を用いて、 実際に言語
活動案や評価（ ルーブリ ッ ク ） 案を個人、 ま たは、 小グ
ループで作成し ま す。

特別支援教育の制度化から 20年が経過し よ う と し ている
今日、 園や学校においては、 子ど も を理解し 支える 多く
の取組が展開さ れていま す。 「 教育的ニーズ」 を 把握し
それに応える と いう こ れま での特別支援教育に関する 実
践を振り 返り ながら 、 こ れから の特別支援教育のあり 方
について、 「 心育て」 を キーワ ード に検討し ていき ま
す。

８ 月26日（ 水） ＜１ 日( 6時間) ＞
鳥取県教育センタ ー

７ 月２ ４ 日（ 金）  ＜午前( 3時間) ＞
山陰教員研修センタ ー

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校　 外国語（ 対象教科外の方でも 受講可能です。 ）
教員

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校　 教職員

島根大学教育学部　 講師　 篠村　 恭子 島根大学教職大学院　 特任教授　 原　 広治

9043( 0000) 9045( 0000)

音楽科の「 探究的な学び」 を 構想する
英語学習における 学びの多様性と 、 授業での工夫を考える

（ 理論編）

改訂が視野に入ってき た次期学習指導要領の議論では、
「 探究的な学び」 がキーワ ード のひと つと なっていま
す。 こ の研修では、 「 探究的な学び」 について、 議論の
方向性を ふま えた上で、 音楽科においてど のよ う に構想
すればよ いか、 を考察し たいと 思いま す。 現行・ 音楽科
学習指導要領の目標にある 「 生活や社会の中の音や音楽
と 豊かに関わる 資質・ 能力」 を育成し 、 「 探究的な学
び」 につなげていく ための具体的な事例やアイ ディ アを
紹介し ま す。

母語ではない言語を学ぶこ と には、 他の教科にはない
「 楽し さ 」 を 感じ る 子ど も も いれば、 困難さ を抱える 子
ど も も いま す。 社会のグロ ーバル化・ 多様化が進み、 小
中高を通し て言語活動の充実・ 発信力向上も 求めら れる
中、 授業の中で、 子ど も たちの困難さ をど のよ う に見取
り 、 ど のよ う な工夫を加えていけばよ いでし ょ う か。 そ
の背景や具体例を紹介し ま す。

6月23日（ 火） ＜午後( 3時間) ＞
山陰教員研修センタ ー

７ 月17日（ 金） ～８ 月12日（ 水） ＜半日( 4時間) ＞
オンデマンド （ YouTube限定公開）

小学校、 中学校、 義務教育学校　 音楽科　 教員
小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校　 外国語（ 対象教科外の方でも 受講可能ですが、 専門
的な内容も 含みま す。 ） 教員

島根大学教育学部　 教授　 藤井　 浩基 島根大学教職大学院　 特任教授　 大谷 みど り
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〈 島大連携〉

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

9046( 0000) 9047( 0000)

Q-U調査を 活用し た児童生徒理解、 学級集団理解に基づく
教育実践のあり 方

Q-U調査を 活用し た児童生徒理解、 学級集団理解に基づく
教育実践のあ り 方　 【 鳥取県教育セン タ ー】

児童生徒理解や学級集団の理解に活用さ れている Q-U調
査について、 理論的な背景や結果の分析の仕方を学
び、 生徒指導や教育相談、 学級経営など 、 日々の教育
実践にどのよ う に役立てる こ と ができ る のかについて
考える 。

児童生徒理解や学級集団の理解に活用さ れている Q-U調
査について、 理論的な背景や結果の分析の仕方を学
び、 生徒指導や教育相談、 学級経営など 、 日々の教育
実践にど のよ う に役立てる こ と ができ る のかについて
考える 。

７ 月23日（ 木） ＜午前( 3時間) ＞
ハイ フ レッ ク ス 型（ 山陰教員研修センタ ー＋YouTube
Li ve配信）

８ 月４ 日（ 火） ＜午前( 3時間) ＞
鳥取県教育センタ ー

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援
学校　 教員

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援
学校　 教員

島根大学教職大学院　 准教授　 川俣　 理恵 島根大学教職大学院　 准教授　 川俣　 理恵

9048( 0000) 9049( 0000)

共生を 実現する 学校について考える ～多様性（ いろ いろ ）
の尊重と 凝集性（ ま と ま り ） の両立を 目指し て～

中学校技術・ 家庭科技術分野の問題解決のアッ プデート

学校では、 発達上の特性、 障がい、 ジェ ンダー・ 性自
認、 外国にルーツ のある 人々の増加によ る 文化間の相
違等、 配慮すべき 要素が増加・ 多様化し ている 。 本研
修では、 こ う し た学校をめぐ る 多様化に通底する 「 共
生」 についての理解を 主体的・ 対話的な学びによ っ て
深める 。 具体的には、 「 共生」 に関する 基本的な事項
を概説し た上で、 書籍（ 『 多様性〈 いろ いろ〉 と 凝集
性〈 ま と ま り 〉 の社会学： 共生社会の考え方』 太郎次
郎社エディ タ ス ） を講読し 、 討議を行う 中で学校のあ
り 方を 考える 。

中学校技術・ 家庭科技術分野の「 技術によ る 問題の解
決」 題材について、 最新の知見にも と づいた内容を提
案し ま す。 こ れま でのキッ ト を用いた問題解決から 、
個別最適な学びに対応し 、 学習指導要領を具現化する
問題解決への変換を目指し ま す。 エネルギー変換の技
術（ 特に機械系） を中心に、 情報の技術（ 特に計測・
制御系） ある いは、 統合的な問題解決に使用する 製作
題材を 提案し 、 演習をし ながら 題材を理解し 、 問題の
解決への活用を考えていただき ま す。

７ 月24日（ 金） ＜2時間＋１ 日( 6時間) ＞
オンデマン ド ( 事前学習) ＋対面( 山陰教員研修セン
タ ー)

８ 月19日（ 水） ＜１ 日( 6時間) ＞
島根大学教育学部附属義務教育学校後期課程　 （ 技術
室）

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援
学校　 教職員

中学校、 義務教育学校後期課程
技術・ 家庭科（ 対象教科外の方でも 受講可能ですが、
専門的な内容も 含みま す。 ） 教員

島根大学教育学部　 　 　 講師　 津多　 成輔
元島根大学教職大学院　 教授　 齋藤　 英明

島根大学教職大学院 教授　 　 　 橋爪　 一治
大田市立第一中学校 教諭　 　 　 森下　 博之
島根大学教育学部附属義務教育学校後期課程
　 　 　 　 　 　 　 　 　  主幹教諭　 岩橋　 正博

9050( 0000) 9051( 0000)

地理を 専門と し ない教員のための地理・ 地図学習の基礎 アセス メ ント の重要性と 多機関連携の在り 方

小学校生活科・ 社会科， 中学校社会科， 高等学校地理
歴史科における 地理的学習に関する 教材開発について
わかり やすく 学びま す。 主に， 地理院地図を 中心と し
たデジタ ルマッ プの活用技法や， 簡単な統計データ を
取り 扱いま す。 地理を 専門と し ない教員はも ちろん、
専門と する 教員の受講も 歓迎し ま す。

本研修では、 多様化、 複雑化し ている 子ど も の課題に
対応し た支援を行う ために、 アセス メ ン ト が重要であ
り 、 効果的である こ と を理解する 。 それと と も に、 心
の問題や子ど も たちの置かれている 環境の問題が絡み
合う 課題に効果的に対応し ていく ための多職種連携を
踏ま えた福祉職の専門性を理解し 、 それを活用する 視
点を身に付ける 。 連携を意図し たアセス メ ント やプラ
ニングの事例演習をし たう えで教職員がチームで子ど
も たちの支援を行う こ と の重要性を意識づける と と も
に、 教師と し ての専門性と 役割を認識する 。

８ 月６ 日（ 木） ＜１ 日( 6時間) ＞
山陰教員研修セン タ ー

８ 月６ 日（ 木） ＜１ 日( 6時間) ＞
山陰教員研修セン タ ー

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援
学校　 教員

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援
学校　 教職員

島根大学教育学部　 教授　 作野　 広和

島根大学教職大学院　 　 　 特任教授　 藤原　  建
元鳥取県米子児童相談所　 所長　 　 　 山澤　 重美
元島根大学教職大学院　 　 特任教授　 岡崎　  茂
島根大学教職大学院　 　 　 教授　 　 　 松尾　 直樹
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〈 島大連携〉

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

9053( 0000) 9055( 0000)

Ｕ Ｄ Ｌ に基づく 中学校・ 高等学校数学科の指導
支援につなげる ための不登校理解～早期支援に焦点を あて

て～

学校現場で、 近年UDL（ Uni ver sal  Desi gn f or
Learni ng） に基づく 指導が注目さ れていま す。 UDLは、
脳科学、 自己調整学習など さ ま ざま な学習理論に基づい
ており 、 すべての学習者のために提唱さ れていま す。 特
に、 数学の内容は体系的に学ぶ側面が強いこ と から 、 定
着が不十分な場合、 後の学習に支障をき たすこ と が多々
あり ま すが、 発想や視点を変える こ と で、 驚く ほど 容易
に乗り 越えら れる こ と も あり ま す。  
本研修では、 UDLについての考え方の本質を学んだ後、
数学の学習内容をベース に、 UDLに基づく 具体的な指導
方法や支援の仕方を考えま す。

本研修では、 不登校児童生徒の支援を行う にあたって欠
かすこ と ができ ない、 不登校理解の方法について学びま
す。 具体的には、 欠席行動が生起し 維持さ れる メ カニズ
ム 、 アセス メ ント のポイ ント について理解を深める こ と
を 目指し ま す。 アセス メ ント については、 不登校状態が
長期化する と 支援が難し く なる 場合が多いこ と を ふま
え、 特に早期支援に焦点をあてて学んでいき ま す。

８ 月19日（ 水） ＜午後( 3時間) ＞
ハイ フ レ ッ ク ス 型（ 山陰教員研修センタ ー＋YouTube
Li ve配信）

８ 月７ 日（ 金）   ＜午前( 3時間) ＞
山陰教員研修センタ ー

中学校、 義務教育学校前期課程、 特別支援学校（ 中学
部、 高等部） （ 対象校種外の方でも 受講可能です。 ）
数学科（ 対象教科外の方でも 受講可能ですが、 専門的な
内容も 含みま す。 ） 教員

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校　 教員

島根大学教職大学院　 教授　 御園　 真史 東京学芸大学教育学部　 講師　 江角　 周子

9057( 0000) 9058( 0000)

自立活動と 個別の指導計画の基礎・ 基本
子ど も の主体的な学びを 実現する 道徳科の授業づく り （ 中

学校向け）

特別な教育的ニーズのある 幼児児童生徒が増加し てお
り 、 特別支援教育に関する 専門性が求めら れている 。 特
別支援教育を実践する ためには、 自立活動や個別の指導
計画に関する 基礎的、 基本的な知識を習得する 必要があ
る 。 そのため、 自立活動の意義や指導の基本、 個別の指
導計画の作成の手続き について講義をする と と も に、 自
立活動の区分に即し た実態把握等も 行う 予定である 。

本研修では、 近年の道徳教育の政策動向を踏ま え、 こ れ
から の道徳教育の在り 方について、 講義と 演習を 通じ て
理解を深める 。 具体的には、 ①「 特別の教科　 道徳」 が
目指す授業づく り のポイ ント について概説し た上で、 ②
実際に、 読み物教材を用いてグループワ ーク 等を 行いま
す。

６ 月25日（ 木）  ＜午後( 3時間) ＞
山陰教員研修センタ ー

12月 ３ 日（ 木）   ＜午後( 3時間) ＞
山陰教員研修センタ ー

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校　 教職員

小学校、 中学校、 義務教育学校、 特別支援学校
教職員

島根大学教育学部　 教授　 藤川　 雅人 島根大学教育学部　 准教授　 塩津　 英樹

9059( 0000) 9060( 0000)

漢字学習の評価と 支援について考える
教師の多様性を 活かすための学校の変革と リ ーダーの役割

（ 現職教員研修と 共同開講）

こ の研修は、 小学校や中学校、 高等学校等において「 漢
字学習」 をど のよ う に評価し 、 支援する かを 考える ため
の研修です。 漢字に関する 基礎知識を確認し ながら 、 目
的に沿っ た学習方法について検討し たり 、 付けたい力に
応じ た評価方法を考えたり する 構成になっていま す。 取
り 扱う 漢字は小学校で学習する 漢字が中心になり ま す
が、 学習方法や評価方法はその他の校種でも 応用可能で
す。

現在の社会は、 VUCA（ Vol at i l i t y： 変動性、
Uncer t ai nl y： 不確実性、 Compl exi t y： 複雑性、
Ambi gui t y： 曖昧性） な社会と その特徴が表現さ れる こ
と があり ま す。 そう し た社会において「 多様性を 活か
す」 こ と をキーワ ード に、 学校をど のよ う に変革し てい
く か、 組織論の知見を基に考えていき ま す。

８ 月20日（ 木） ＜１ 日( 6時間) ＞
ハイ フ レ ッ ク ス 型（ 山陰教員研修センタ ー＋YouTube
Li ve配信）

８ 月３ 日（ 月） ＜午後( 3. 5時間) ＞
Ｚ Ｏ Ｏ Ｍ

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校
国語科（ 対象教科外の方でも 受講可能ですが、 専門的な
内容も 含みま す。 ） 　 教員

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校　 教職員

島根大学教育学部　 准教授　 冨安　 慎吾 大分大学教職大学院　 准教授　 熊丸 真太郎
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〈 島大連携〉

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

9061( 0000) 9062( 0000)

地域社会と つながる ためのイ ン ク ルーシブ教育（ 現職教員
研修と 共同開講）

「 愛着」 に課題がある と 思われる 児童・ 生徒の理解と 対応
について　 　 【 鳥取県教育センタ ー】

本講座では、 特別支援教育と イ ン ク ルーシブ教育の現状
と 課題について、 日々の実践と 結びつけながら 参加者と
と も に考えを深めていき ま す。 障害の個人モデルから 社
会モデル、 さ ら に人権モデルへと いう 発想の変化を手が
かり に、 「 ど のよ う な支援が必要か」 「 なぜその支援が
必要なのか」 を考えま す。 子ど も 一人ひと り の権利を 保
障する も のと し てイ ン ク ルーシブ教育を捉える 考えかた
を身につける こ と を目指し ま す。

教育現場では、 「 発達障がい」 の特性と は異なる 「 愛
着」 に課題のあり そう な児童・ 生徒がいま す。 ど のよ う
な特徴がある のか、 理解を深め対応を考えたいと 思いま
す。

10月20日（ 火） 　 ＜午後( 3. 5時間) ＞
Ｚ Ｏ Ｏ Ｍ

８ 月４ 日（ 火） ＜午後( 3時間) ＞
鳥取県教育センタ ー

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校　 教職員

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校　 教職員

びわこ 学院大学 教育福祉学部 ス ポーツ 教育学科
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 助教　 久保田  裕斗

島根大学医学部看護学科　 特任教授　 稲垣　 卓司

9063( 0000) 9064( 0000)

「 愛着」 に課題がある と 思われる 児童・ 生徒の理解と 対応
について

こ れから の幼児教育に必要なこ と がら

教育現場では、 「 発達障がい」 の特性と は異なる 「 愛
着」 に課題のあり そう な児童・ 生徒がいま す。 ど のよ う
な特徴がある のか、 理解を深め対応を考えたいと 思いま
す。

幼保小接続、 幼児期の探究、 学びの見取り 、 非認知能
力、 幼児期のI CT教育など 、 附属学校園での教育実践を
基にこ れから の幼児教育に必要なこ と がら について取り
上げ、 今後の幼児教育を めぐ る 課題と 展望について考察
する 。 （ こ の研修は、 対面での参加を推奨し ま す。 対面
での参加が難し いと き はオンラ イ ン で受講し てく ださ
い。 ）

８ 月25日（ 火） ＜午前( 3時間) ＞
山陰教員研修センタ ー

８ 月24日（ 月） ＜１ 日( 6時間) ＞
ハイ フ レ ッ ク ス 型（ 山陰教員研修センタ ー＋YouTube
Li ve配信）

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校　 教職員

幼稚園、 保育所、 認定こ ど も 園、 小学校、 特別支援学校
教員、 保育士

島根大学医学部看護学科　 特任教授　 稲垣　 卓司
島根大学教育学部附属幼稚園　 副園長　 太田　  泉
元島根大学教育学部　 　 　 　 特任教授　 川上　 洋子
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〈 鳥取連携〉

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

80010000 8002( 0000)

【 幼児教育　 園経営研修（ 園長・ 副園長） 】 幼児教育の質
を 高める 学校評価・ 園評価～元気の出る 園づく り につなげ

る ために～

【 小学校国語（ 学力向上） 】 学力向上研修（ 小学校国語
科） ～全国学力・ 学習状況調査を 活用し た授業づく り ～

[ 講義]
園・ 家庭・ 地域の連携によ る 園づく り に向けた学校評
価・ 園評価の在り 方と は
[ 演習]
自園の学校評価・ 園評価の実効性を高める ための具体的
方策

［ 講義・ 演習］
「 今、 求めら れる 資質・ 能力」 を子ど も たちが身に付け
る ための授業づく り ～全国学力・ 学習状況調査の活用を
と おし て～
［ リ フ レ ク ショ ン]
対話をと おし て、 つなげる ・ 広げる ・ 深める

9月4日( 金) 〈 午後〉 倉吉体育文化会館
8月5日( 水) 〈 午前〉
琴浦町生涯学習センタ ー（ ま なびタ ウ ンと う はく ）

幼稚園長・ 保育所（ 園） 長・ 認定こ ど も 園長・ 副園
（ 所） 長を対象と する が、 園経営にかかわる 部長等の受
講も 可能と する 。

小学校、 義務教育学校（ 前期課程） 、 特別支援学校（ 小
学部） 教員

高知学園短期大学　 学長　 山下　 文一 大妻女子大学　 教授　 樺山　 敏郎

8003( 0000) 8004( 0000)

【 中学校国語】 学力向上研修
【 小学校算数（ 学力向上） 】 学力向上研修（ 小学校算数
科） ～全国学力・ 学習状況調査を 活用し た授業づく り ～

[ 講義]  　 趣旨説明
[ 講義・ 演習］
「 育成を めざす資質・ 能力」 を子ど も たちが身に付ける
ための授業づく り ～全国学力・ 学習状況調査の結果を 生
かし て～
[ リ フ レ ク ショ ン ]
対話をと おし て、 つなげる ・ 広げる ・ 深める

［ 講義・ 演習］
「 今、 求めら れる 資質・ 能力」 を子ど も たちが身に付け
る ための授業づく り ～全国学力・ 学習状況調査の活用を
と おし て～
［ リ フ レ ク ショ ン］
対話をと おし て、 つなげる ・ 広げる ・ 深める

8月5日( 水) 〈 午前〉 エース パッ ク 未来中心
8月5日( 水) 〈 午後〉
琴浦町生涯学習センタ ー（ ま なびタ ウ ンと う はく ）

中学校、 義務教育学校（ 後期課程） 、 特別支援学校（ 中
学部） 　 教員

小学校、 義務教育学校（ 前期課程） 、 特別支援学校（ 小
学部） 教員

国立教育政策研究所
　 学力調査官（ 併） 教育課程調査官　 山内　 裕介

明星小学校　 教諭　 笠井　 健一

8005( 0000) 8006( 0000)

【 中学校数学】 学力向上研修
【 高等学校地理歴史・ 公民】 探究的な学びを 促す授業づく

り

［ 講義］ 　 趣旨説明
［ 講義・ 演習］
「 育成を めざす資質・ 能力」 を子ど も たちが身に付ける
ための授業づく り ～全国学力・ 学習状況調査の活用を と
おし て～
［ リ フ レ ク ショ ン］
対話をと おし て、 つなげる ・ 広げる ・ 深める

[ 講義・ 演習]
探究的な学びを促す授業づく り
[ リ フ レ ク ショ ン]
対話をと おし て、 つなげる ・ 広げる ・ 深める

9月15日( 火) 〈 午後〉 中部総合事務所 9月7日( 月) 〈 午後〉 オンラ イ ン

中学校、 義務教育学校（ 後期課程） 、 特別支援学校（ 中
学部） 　 教員

高等学校、 特別支援学校（ 高等部） 　 教員

国立教育政策研究所
　 学力調査官（ 併） 教育課程調査官　 島尾　 裕介

文部科学省初等中等教育局　 視学官
文部科学省初等中等教育局　 教科調査官
国立教育政策研究所　 教育課程調査官　 藤野　 敦
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〈 鳥取連携〉

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

8007( 0000) 8008( 0000)

【 高等学校理科】 探究的な学びで授業を アッ プデート ～生
徒の思考を 促す問いと は～

【 中学校理科】 「 問い」 を 見いだし 、 自ら 学び続ける 生徒
の育成を めざし た授業づく り

[ 講義・ 演習]
理科における 「 探究的な学び」 の実現に向けて
[ リ フ レ ク ショ ン ]
対話をと おし て、 つなげる ・ 広げる ・ 深める

[ 講義・ 演習]
「 問い」 を見いだし 、 自ら 学び続ける 生徒の育成を目指
し た授業づく り
[ リ フ レ ク ショ ン]
対話をと おし て、 つなげる ・ 広げる ・ 深める

10月2日( 金) 〈 午後〉 オンラ イ ン 7月31日( 金) 〈 午後〉 鳥取県立博物館

高等学校、 特別支援学校（ 高等部） 　 教員
中学校、 義務教育学校（ 後期課程） 、 特別支援学校（ 中
学部） 　 教員

東京学芸大学　 准教授　 藤村　 祐子
国立教育政策研究所　 教育課程研究センタ ー　 研究開発
部　 学力調査官　 神　 孝幸

8009( 0000) 8010( 0000)

【 中学校技術】 「 情報」 を 意識し た授業づく り ～次期学習
指導要領を見据えて～

【 小・ 中学校書写、 高等学校書道】 主体的な学びを実現す
る 書写・ 書道の授業づく り

[ 講義・ 演習]
「 情報」 を意識し た授業づく り ～次期学習指導要領を 見
据えて～
[ リ フ レ ク ショ ン ]
対話をと おし て、 つなげる ・ 広げる ・ 深める

[ 講義・ 実技]
主体的な学びを実現する 書写・ 書道の授業づく り
[ リ フ レ ク ショ ン]
対話をと おし て、 つなげる ・ 広げる ・ 深める

9月18日( 金) 〈 午後〉 オンラ イ ン 8月25日( 火) 〈 午後〉 上灘コ ミ ュ ニティ センタ ー

中学校、 義務教育学校（ 後期課程） 、 特別支援学校（ 中
学部） 　 教員

小学校、 中学校、 義務教育学校、 特別支援学校（ 小学
部、 中学部） 　 教員

国立教育政策研究所　 教育課程調査官　 渡邊　 茂一 横浜国立大学　 教授　 青山　 浩之

8011( 0000) 8012( 0000)

【 中・ 高等学校美術】 アーティ ス ト に学ぶ‟抽象表現” ～発
想・ 構想の広がり を 体験し てみる こ と をと おし て～

【 小学校音楽】 子ど も 一人ひと り が主役の授業づく り ～子
ど も の思いを 引き 出し 、 表現につなげる 器楽活動のため

に！～

[ 講義・ 演習]
‟抽象表現” と は～作家の制作過程に学ぶ～
イ メ ージの広がり を体験し てみる
[ リ フ レ ク ショ ン ]
対話をと おし て、 つなげる ・ 広げる ・ 深める

[ 講義・ 演習]
「 子ど も 一人ひと り が主役の授業づく り 」
[ リ フ レ ク ショ ン]
対話をと おし て、 つなげる ・ 広げる ・ 深める

8月18日( 火) 〈 午後〉 鳥取県立美術館 10月5日( 月) 〈 午後〉 会場未定

中学校、 義務教育学校（ 後期課程） 、 高等学校、 特別支
援学校（ 中学部、 高等部） 　 教員

小学校、 義務教育学校（ 前期課程） 、 特別支援学校（ 小
学部） 教員

彫刻家　 湯村　 光 文部科学省初等中等教育局　 視学官　 志民　 一成

- 53 -



〈 鳥取連携〉

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

8013( 0000) 、 8014( 0000) ) 、 8015( 0000) 、 8016( 0000) 8017( 0000)

【 小・ 中・ 高・ 特別支援学校体育】 水泳が苦手な児童生徒
への効果的な指導方法～安心・ 安全な水泳学習の実施に向

けて～

【 小学校社会】 探究を 楽し む！子ど も が社会的な見方・ 考
え方を 働かせる 社会科の授業づく り

[ 講義・ 演習]
（ １ ） 水中で脱力する ための効果的な指導方法について
（ ２ ） 水中に顔をつける こ と に不安のある 児童生徒への
効果的な指導方法について
（ ３ ） 水中で息を吐いたり 、 浮いて呼吸をし たり する 方
法を習得する ための指導方法について
（ ４ ） 「 伏し 浮き 」 及び「 け伸び」 の正し い姿勢を習得
する ための指導方法について
（ ５ ） 水泳学習における 安全対策について

[ 講義・ 演習]
探究を楽し む！子ど も が社会的な見方・ 考え方を 働かせ
る 社会科の授業づく り
[ リ フ レ ク ショ ン]
対話をと おし て、 つなげる ・ 広げる ・ 深める

①6月18日（ 木） 〈 午前〉 鳥取県営東山水泳場
②6月18日（ 木） 〈 午後〉 鳥取県営東山水泳場
③7月9日（ 木） 〈 午前〉 鳥取市福部ほっと ス イ ミ ング
プール
④7月9日（ 木） 〈 午後〉 鳥取市福部ほっと ス イ ミ ング
プール

9月4日( 金) 〈 午後〉 エース パッ ク 未来中心

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校　   教員

小学校、 義務教育学校（ 前期課程） 、 特別支援学校（ 小
学部） 教員

日本ス ポーツ 協会公認水泳コ ーチ等 大妻女子大学　 教授　 澤井　 陽介

8018( 0000) 8019( 0000)

【 プロ グラ ミ ン グ教育】 プロ グラ ミ ン グ的思考を 育むと
は？～プロ グラ ミ ング体験を 通し て考える 授業づく り ～

【 小学校外国語活動・ 外国語】 中学校への架け橋を築く ！
小学校外国語「 出口の姿」 と 評価のあり 方

[ 講義・ 演習]
プロ グラ ミ ング的思考はなぜ必要か
[ 演習]
プロ グラ ミ ング体験を と おし て行う 「 プロ グラ ミ ング的
思考」 を 育む授業づく り

[ 講義・ 演習]
中学校への架け橋を築く ！小学校外国語科の「 出口の
姿」 と 評価のあり 方
[ リ フ レ ク ショ ン]
対話をと おし て、 つなげる ・ 広げる ・ 深める

11月30日( 月) 〈 午後〉 中部会場 4月28日( 火) 〈 午後〉 エース パッ ク 未来中心

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校　   教員

小学校、 義務教育学校（ 前期課程） 、 特別支援学校（ 小
学部） 　 教員

株式会社ティ ーフ ァ ブワ ーク ス
　 代表取締役　 高松　 基広

宇都宮大学　 助教　 田村　 岳充

8020( 0000) 8021( 0000)

【 高等学校英語】 生成AI 時代に必要な英語力を 育む教師の
役割と は？

【 高等学校工業】 次世代の「 も のづく り 」 教育と は？～課
題研究を 深化さ せる 探究活動～

[ 講義・ 演習]
生成AI 時代に必要な英語力を育む教師の役割と は？
[ リ フ レ ク ショ ン ]
対話をと おし て、 つなげる ・ 広げる ・ 深める

[ 講義・ 演習]
次世代の「 も のづく り 」 教育と は？～課題研究を 深化さ
せる 探究活動～
[ リ フ レ ク ショ ン]
対話をと おし て、 つなげる ・ 広げる ・ 深める

8月7日( 金) 〈 午後〉 オンラ イ ン 7月7日( 火) 〈 午後〉 オンラ イ ン

高等学校、 特別支援学校（ 高等部） 　 教員 高等学校　 教員

一般財団法人実用英語推進機構
　 代表理事　 安河内　 哲也

岡山県立東岡山工業高等学校
　 主幹教諭　 武川　 忠弘
　 指導教諭　 平本　 隆朗
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〈 鳥取連携〉

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

8022( 0000) 8023( 0000)

【 小・ 中学校道徳①】 「 深い学び」 を 実現する 道徳科の授
業づく り ～子ど も の考えや想いを 引き 出す指導と 展開～

【 小・ 中学校道徳②】 学校における 道徳教育と 道徳科の授
業づく り （ 動画視聴）

[ 講義・ 演習]
「 主体的・ 対話的で深い学び」 を 実現する 授業をめざし
て～子ど も の考えや想いを引き 出す指導と 展開の工夫～
[ リ フ レ ク ショ ン ]
対話をと おし て、 つなげる ・ 広げる ・ 深める

[ 講義]
学校における 道徳教育と 道徳科の授業づく り

11月30日( 月) 〈 午後〉 オンラ イ ン ６ 月下旬～１ ２ 月末オンデマンド

小学校、 中学校、 義務教育学校、 特別支援学校（ 小学
部・ 中学部） 教員

小学校、 中学校、 義務教育学校、 特別支援学校（ 小学
部・ 中学部） 教員

畿央大学　 教授　 島　 恒生
文部科学省初等中等教育局教育課程課　 教科調査官
国立教育政策研究所　 教育課程調査官　 堀田　 竜次

8024( 0000) 8025( 0000)

【 特別活動】 よ り よ い生活や人間関係を 築き 、 自己実現を
図る 特別活動～話合い活動の充実を めざし た授業実践の工

夫～

【 全教科/マネジメ ン ト （ と っ と り 学力・ 学習状況調査デー
タ 活用） 】 令和８ 年度学力・ 学習状況調査を 活用し た学校

マネジメ ン ト 研修会

[ 講義・ 演習]
よ り よ い生活や人間関係を築き 、 自己実現を 図る 特別活
動～話合い活動の充実をめざし た授業実践の工夫～
[ リ フ レ ク ショ ン ]
対話をと おし て、 つなげる ・ 広げる ・ 深める

[ 講義]
と っと り 学力・ 学習状況調査や全国学力・ 学習状況調査
を 学校経営にど う 生かすか

8月25日( 火) 〈 午後〉 エース パッ ク 未来中心 期日会場未定（ 会場は中部会場を予定）

小学校、 中学校、 義務教育学校、 特別支援学校　 教員 小学校、 中学校、 義務教育学校、 特別支援学校　 教員

帝京大学　 教授　 安部 恭子 未定

8026( 0000) 8027( 0000)

【 全教科/対話によ る 深い学び】 あそびが創造のはじ ま り ～
“ あそびじ ゅ つ” に学ぶ、 今こ そ「 子ど も たちに育むべき

力」 と は～

【 発展研修（ キャ リ ア・ デザイ ン ） 】 教師と いう 生き 方～
教師と し てのこ れま での道のり 、 そし てこ れから の歩み～

[ 講義]
あそびが創造のはじ ま り ～今こ そ大切にし たい“ みる こ
と の楽し さ ” や“ 考える こ と の嬉し さ ” ～
[ 演習]
大人も 体験“ あそびじ ゅ つ” ！
[ リ フ レ ク ショ ン ]
対話をと おし て、 つなげる ・ 広げる ・ 深める

[ 講義]
教師と いう 生き 方～教師人生の中で大切にし てき たこ と
～
［ 協議・ 演習］
教師と し ての生き 方～こ れま での道のり 、 そし てこ れか
ら の歩み～
[ リ フ レ ク ショ ン]
対話をと おし て、 つなげる ・ 広げる ・ 深める

10月6日( 火) 〈 午後〉 鳥取県立美術館 8月21日( 金) 〈 午後〉 中部会場

小学校、 中学校、 義務教育学校、 特別支援学校　 教員 小学校、 中学校、 義務教育学校、 特別支援学校　 教員

多摩美術大学　 名誉教授　 海老塚　 耕一 立正大学　 教授　 鹿嶋　 真弓
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〈 鳥取連携〉

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

8028( 0000) 8029( 0000)

【 小・ 中学校総合的な学習の時間】 「 質の高い探究的な学
び」 を 実現する 授業づく り ～次期学習指導要領を 見据えて

～

【 探究研修】 自分なり の問いを 立てて解決し ていく 力を 育
む（ PBL） 授業づく り

[ 講義・ 演習]
「 質の高い探究的な学び」 を実現する 授業づく り ～次期
学習指導要領を見据えて～
[ リ フ レ ク ショ ン ]
対話をと おし て、 つなげる ・ 広げる ・ 深める

今後起こ り 得る 課題を自ら 発見し 、 課題解決する 過程を
通し て、 今後、 児童生徒が求めら れる 資質・ 能力の育成
を 目指し たPBLによ る 探究的な学び（ 単元設計、 授業設
計） を実践する 。

5月29日( 金) 〈 午後〉 オンラ イ ン
〈 第１ 回〉 6月15日（ 月） 中部会場
〈 第２ 回〉 1月19日（ 火） 〈 午後〉 鳥取県教育センタ ー

小学校、 中学校、 義務教育学校、 特別支援学校（ 小学
部、 中学部） 　 教員

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校　 教員

文部科学省初等中等教育局教育課程課
　 教科調査官　 齋藤　 博伸

札幌国際大学　 教授　 岩﨑　 有朋

8030( 0000) 8031( 0000)

【 Googl e Workspaceス キル（ 基礎編） 】 やる 気があれば大
丈夫！「 基本のき 」 から 始める Googl e Wor kspace f or

Educat i on

【 Googl e Wor kspaceス キル（ 応用・ 発展編） 】 校務や授業
づく り でのGoogl e Workspace活用の実践

[ 講義・ 演習]
Googl e Workspace f or  Educat i onの概要（ ク ラ ウ ド 活
用、 共有等） について
主要なアプリ ( Googl eド ラ イ ブ、 Cl assr oom、 フ ォ ーム
等） の「 基本のき 」 操作方法について

[ 講義・ 演習]
Googl e Workspace活用の「 き っかけづく り 」 と し て、
日々の業務や行事と 各アプリ を組み込む
Googl e Workspaceを活用し た全国の活用事例をも と に、
実践事例を基にし たミ ニ授業案の作成

8月4日( 火) 〈 1日〉 中部会場 8月7日（ 金） 〈 1日〉 中部会場

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校　 教職員

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校　 教職員

Googl e f or  Educat i on講師
鳥取県教育センタ ー指導主事

Googl e f or  Educat i on講師
鳥取県教育センタ ー指導主事

8032( 0000) 8033( 0000)

【 理論で学ぶ情報活用能力の育成】 児童・ 生徒が主体と
なっ て学ぶ授業デザイ ン 〜情報活用能力で実現する 主体的

な学び〜

【 実践で学ぶ情報活用能力の育成】 児童・ 生徒が主体と
なっ て学ぶ授業実践〜情報活用能力の育成を 軸と し た、 主

体的な学びを 実現する ための教師の役割〜

［ 講義・ 演習］
学習者主体の学びと 情報活用能力
［ 協議及び演習］
情報活用能力を育む学習者主体の授業デザイ ン

[ 講義・ 模擬授業]
模擬授業から 学ぶ情報活用能力を育成する 授業における
教師の役割
[ 協議・ 演習]
グループワ ーク によ る 授業づく り

7月2日( 木) 〈 午後〉 オンラ イ ン 9月17日( 木) 〈 午後〉 鳥取県教育センタ ー

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校　 教員

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校　 教員

放送大学　 准教授　 小林　 祐紀 桐蔭学園中等教育学校　 専任教諭　 郡司　 直孝
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〈 鳥取連携〉

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

8034( 0000) 8035( 0000) 、 8036( 0000)

【 生成AI と リ テラ シー】 生成AI は学びを ど う 変える ？子ど
も の成長に寄り 添う 一歩先のI CT実践

【 善き I CTの使い手と なる デジタ ルシティ ズン シッ プ】 AI 時
代の児童生徒が善き 使い手と なる メ ディ ア教育を 考える

[ 講義]
実践事例から 知る ！生成AI と 共想する 教室のリ アル
[ 講義・ 演習]
適切な生成AI の使用を 踏ま えた授業づく り のヒ ント

[ 講義・ 演習]
善き I CTの使い手と は
AI 倫理について
[ 講義・ 演習]
学校での実践イ メ ージの構築

8月27日( 木) 〈 午後〉 鳥取県教育センタ ー
11月19日( 木) 〈 午後〉
①鳥取県教育センタ ー　 ②オンラ イ ン

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校　 教職員

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校　 教職員

東京学芸大学附属小金井小学校　 教諭　 鈴木　 秀樹 メ ディ ア教育研究室　 代表理事　 今度　 珠美

8037( 0000) 8038( 0000)

【 Gemi ni 研修】 ま ずは使ってみよ う ！初めての生成AI
「 Gemi ni 」 の実践

【 特別支援教育①（ 自立活動） 】 自閉症・ 情緒障がい学級
における 自立活動の指導の実際～多様なニーズに応じ た指

導と 支援の工夫～

[ 講義]
生成AI の基礎と リ テラ シー
[ 演習]
Gemi ni の実践的活用

[ 講義]
自立活動の意義と 指導の基本
[ 講義・ 演習]
自立活動の指導の実際
[ リ フ レ ク ショ ン]
対話をと おし て、 つなげる ・ 広げる ・ 深める

5月22日( 金) 〈 午後〉 鳥取県教育センタ ー 8月24日( 月) 〈 午後〉 オンラ イ ン

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校　 教職員

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校　 教員

Googl e f or  Educat i on講師
鳥取県教育センタ ー指導主事

山口大学　 准教授　 柳澤　 亜希子

8039( 0000) 8040( 0000)

【 特別支援教育②（ 発達障がいⅠ） 】 語彙力を 育て、 「 聞
く ・ 話す・ 読む・ 書く 」 を 支える 指導と 支援

【 特別支援教育③（ 発達障がいⅡ） 】 「 学び方」 を変えれ
ば実は苦手じ ゃない～子ど も の「 困っ た」 に応える 指導・

支援の工夫～

[ 講義]
語彙力を 育てる 指導・ 支援について
［ 講義・ 演習］
多様な学び方で学ぶ児童生徒への指導・ 支援の実際
[ リ フ レ ク ショ ン ]
対話をと おし て、 つなげる ・ 広げる ・ 深める

[ 講義]
子ど も の困り の背景を考えた支援
[ 講義・ 演習]
学びを支える 授業と 子ど も への支援～意欲的に学習を進
める 工夫～
[ リ フ レ ク ショ ン]
対話をと おし て、 つなげる ・ 広げる ・ 深める

7月27日( 月) 〈 午後〉 オンラ イ ン 7月31日( 金) 〈 午後〉 倉吉体育文化会館

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校　 教員

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校　 教員

大阪医科薬科大学　 LDセンタ ー
　 言語聴覚士　 水田　 めく み

仙台市立八乙女中学校　 教諭　 　 伊藤　 陽子
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〈 鳥取連携〉

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

8041( 0000) 8042( 0000)

【 特別支援教育④（ I CT活用） 】 今日から 使える ！特別支援
教育のI CT活用術

【 教育相談】 昨今の課題を 抱えた子ど も たちへの理解と 支
援～ネッ ト ・ ス マホ依存から 見えてく る 問題を 中心に～

[ 講義]
特別支援教育における 効果的なI CT活用
[ 講義・ 演習]
I CT活用によ る 個に応じ た指導・ 支援の工夫
[ リ フ レ ク ショ ン ]
対話をと おし て、 つなげる ・ 広げる ・ 深める

[ 講義・ 演習]
昨今の課題を 抱えた子ど も たちへの理解と 支援～ネッ
ト ・ ス マホ依存から 見えてく る 問題を中心に～
[ リ フ レ ク ショ ン]
対話をと おし て、 つなげる ・ 広げる ・ 深める

6月30日( 火) 〈 午後〉 オンラ イ ン 7月9日( 木) 〈 午後〉 エース パッ ク 未来中心

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校　 教員

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校　 教職員

さ やか星小学校　 校長　 青木　 高光
淀屋橋心理療法センタ ー
　 カウ ンセラ ー　 福田　 俊介

8043( 0000) 8044( 0000)

【 生徒指導】 ポジティ ブな支援・ 指導（ ポジティ ブ行動支
援） で子ど も たちを 支える 生徒指導

【 学級経営・ ホームルーム 経営】 だれも が安心し て過ご せ
る 学級づく り ～通常学級における ユニバーサルデザイ ン の

視点から 考える ～

[ 講義・ 演習]
ポジティ ブな支援・ 指導（ ポジティ ブ行動支援） で子ど
も たちを 支える 生徒指導
[ リ フ レ ク ショ ン ]
対話をと おし て、 つなげる ・ 広げる ・ 深める

[ 講義・ 演習]
だれも が安心し て過ごせる 学級・ ホームルーム経営～多
様な教育的ニーズのある 子ど も たちと こ れから の教室づ
く り について考える ～
[ リ フ レ ク ショ ン]
対話をと おし て、 つなげる ・ 広げる ・ 深める

9月15日( 火) 〈 午後〉 伯耆し あわせの郷 10月2日( 金) 〈 午後〉 エース パッ ク 未来中心

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校　 教職員

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校　 教職員

東京学芸大学　 講師　 松山　 康成 桃山学院大学　 教授　 松久　 眞実

8045( 0000) 8046( 0000)

【 人権教育①】 誰一人取り 残さ れない教育の創造に向けて
～「 子ど も の権利」 の視点から 問い直す～

【 人権教育②】 部落差別の解消に向けて～こ れから の同和
問題学習の進め方～

[ 講義・ 演習]
子ど も の権利と エンパワ メ ント 、 多様な背景をも つ子ど
も の生き づら さ 、 「 子ど も の権利」 の視点から 教育活動
を振り 返る 、 すべての子ど も の人権が保障さ れる 学校づ
く り
※ワ ーク ショ ッ プによ る 体験で子ど も たちの課題に向き
合い、 学級での実践につなげま す。

[ 講義・ 演習]
部落差別の解消に向けて～こ れから の同和問題学習の進
め方～
[ リ フ レ ク ショ ン]
学んだこ と を ど う 活かし ていく か

8月21日( 金) 〈 午後〉 中部会場 7月24日( 金) 〈 午後〉 オンラ イ ン

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校　 教職員

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校　 教職員

NPO法人　 えんぱわめんと 堺/ES
　 代表理事　 北野　 真由美

中央大学　 教授　 池田　 賢市
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〈 鳥取連携〉

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

8047( 0000) 8048( 0000)

【 人権教育③】 自尊感情を 豊かに育む人権が尊重さ れた環
境づく り に向けて～「 すごいね」 「 さ すがだね」 の言葉の

影響から 考える ～
【 ふる さ と キャ リ ア教育】

[ 講義・ 演習]
基本的自尊感情と 社会的自尊感情
自尊感情をと ら える アプロ ーチ
豊かな教育実践に向けて
[ リ フ レ ク ショ ン ]
対話をと おし て、 つなげる ・ 広げる ・ 深める

未定

7月30日( 木) 〈 午後〉 倉吉体育文化会館 期日会場未定

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校　 教職員

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校　 教職員

日本ウ ェ ルネス ス ポーツ 大学　 教授　 近藤　 卓 未定

8049( 0000) 8050( 0000)

【 図書館教育】 ネッ ト と 生成Ａ Ｉ の時代に、 なぜ読書？な
ぜ図書館？？？～児童・ 生徒が未来を 切り 拓く 探究学習を

図書館が支援する ために～

【 生命の安全教育】 「 から だの権利」 の視点から 、 子ど も
を 取り 巻く 性暴力について考える ～特別な配慮を 要する 幼

児児童生徒への支援を 中心に～

[ 講義・ 演習]
ネッ ト 情報におぼれない学び方～イ ンタ ーネッ ト と 生成
AI 時代の学校図書館～
[ リ フ レ ク ショ ン ]
対話をと おし て、 つなげる ・ 広げる ・ 深める

[ 講義・ 演習]
子ど も を取り 巻く 性暴力の実態
「 生命（ いのち） の安全教育」 「 から だの権利教育」 と
は
特別な配慮を 要する 幼児児童生徒への支援

8月21日( 金) 〈 午後〉 鳥取県立図書館 6月26日( 金) 〈 午後〉 中部会場

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校　 教職員

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校　 教職員

中央大学　 職員　 梅澤　 貴典 京都教育大学　 講師　 門下　 祐子

8051( 0000) 8052( 0000)

【 防災教育】 「 防災福祉教育」 で被災地の経験を 学ぼう ！
～体験的な学習で子ど も たちの「 生き る 力」 を 磨く ～

【 博物館連携講座】 教員のための博物館の日２ ０ ２ ６  i n
鳥取県立博物館

[ 講義]
災害被災地の支援活動従事者から 学ぶ防災
[ 講義・ 演習]
避難行動ワ ーク ショ ッ プで試さ れる 判断力
[ リ フ レ ク ショ ン ]
対話をと おし て、 つなげる ・ 広げる ・ 深める

[ 説明]
博物館の概要、 利用法紹介
[ 意見交換]
学芸員と のフ リ ート ーク （ 自然史分野、 歴史・ 民俗分
野）
[ 展示案内]
企画展「 妖怪・ 幻獣づく し 」 ( 仮称)

11月20日（ 金） 〈 午後〉 伯耆し あわせの郷 7月30日( 木) 〈 午後〉 鳥取県立博物館

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校　 教職員

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校　 教員

鳥取県社会福祉協議会
鳥取県災害福祉支援センタ ー
　 災害支援専門官　 白鳥　 孝太

県立博物館学芸員・ 専門員
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〈 鳥取連携〉

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

8053( 0000) 8054( 0000)

【 国際教育】 ESD、 SDGｓ の視点から 「 誰ひと り 取り 残さ な
い社会」 を 考える

【 消費者教育】 デジタ ル社会における 意思決定力を磨く ～
AI 時代の情報リ テラ シー～

[ 講義・ 演習]
国際教育の実践に役立つワ ーク ショ ッ プ
JI CAプロ グラ ムを活用し た鳥取県の教員の実践、 活動発
表
学校で使える JI CAプロ グラ ムの紹介
[ リ フ レ ク ショ ン ]
対話をと おし て、 つなげる ・ 広げる ・ 深める

[ 講義]
デジタ ル社会における 意思決定力を 磨く ～AI 時代の情報
リ テラ シー～
[ 演習]
情報リ テラ シーや意思決定力を育む指導計画を考えよ う
～消費生活の視点を取り 入れて～

11月26日( 木) 〈 午後〉 倉吉体育文化会館 8月7日( 金) 〈 午後〉 エキパル倉吉

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校　 教職員

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校　 教職員

国際協力機構中国セン タ ー（ JI CA中国）
　 国際協力推進員（ 予定）

鳴門教育大学　 教授　 坂本　 有芳

8055( 0000) 8056( 0000)

【 環境教育】 「 気候変動適応っ て何？」 楽し みながら 学ぶ
気候変動教育の実践～すご ろ く  気候変動適応への道～

【 あいサポート 】 学校での合理的配慮の提供について～学
習指導要領の次期改訂を 見据えて～

[ 体験学習]
「 すごろ く 　 気候変動適応への道」 の体験
[ 意見交換]
他学校の事例を参考に、 すごろく の活用方法について検
討・ 意見交換を実施

[ 講義（ 予定） ]
学校での合理的配慮の提供について
[ 演習（ 予定） ]
知的・ 発達障がいの疑似体験

8月7日( 金) 〈 午後〉 中部会場 8月7日( 金) 〈 午後〉 倉吉体育文化会館

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校　 教職員

小学校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援学
校　 教職員

国立環境研究所（ 気候変動適応センタ ー）
　 気候変動適応専門員　 博士（ 工学）
　 　 川畑　 隆常　 他

全国手をつなぐ 育成会連合会
   常務理事兼事務局長　 又村　 あおい　 他
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〈 埼玉連携〉

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

9521( 0000) 9522( 0100,  0200)

読書活動推進講座 管理職・ 特別支援教育マネジメ ン ト 研修会

～校内読書活動における 事例研究会～（ 仮）
協　 議： 指導者によ る 事例発表
受講者の実践事例に基づく 意見交換

〈 第１ 回〉 オンデマンド
⑴「 特別支援教育の現状と 課題」 （ 国・ 県の動向につい
て）
⑵「 特別支援教育の理解・ 推進に向けて①」 （ 特別支援
学校のセンタ ー的機能について）
⑶「 特別支援教育の理解・ 推進に向けて②」 （ 特別支援
教育に係る 校内支援体制の充実について）
⑷校内支援体制の充実に向けて」 （ 国・ 県の資料紹介及
び活用方法等について）
〈 第２ 回〉 オンラ イ ン
動画視聴後に実践し たこ と や、 課題等について、 指定さ
れたグループの中で協議を行う 。

11月5日( 木) 〈 １ 日〉 オンラ イ ン
〈 第１ 回〉 10/ 5( 月) ～11/30( 月) オンデマンド
〈 第２ 回〉  1月19日( 火)  〈 午前〉 オンラ イ ン

幼児教育施設・ 小学校・ 中学校・ 高等学校・ 特別支援学
校　 教職員

幼児教育施設・ 小学校・ 中学校・ 高等学校・ 特別支援学
校　 校( 園) 長、 副校( 園) 長、 教頭、 主幹教諭

未定 0

9523( 0100,  0200) 9524( 0000)

学校における 生成AI 活用研修会 学校における 著作権研修会

〈 第１ 回〉 基礎編
　 生成AI の仕組みや、 AI と の対話のコ ツ を学びま す。 校
務文書作成の効率化や教材のアイ デア出し など 、 「 AI で
何をすれば良いか分から ない」 と いう 疑問を 解消し ま
す。
〈 第２ 回〉 発展編
　 エージェ ント 機能を 活用し 、 AI を自分専用のアシス タ
ント と し て活用する 方法を学びま す。 アンケート 結果の
分析や評価指標の作成、 「 思考力・ 判断力・ 表現力」 を
引き 出す問い・ 課題の設計など 、 AI の発展的な活用方法
を学びま す。
・ 実習： 各自でAI を操作し ながら 実施し ま す

・ 実習： 学校における 著作権について（ 仮）
・ 協議： 著作権Ｑ ＆Ａ （ 仮）

※１ 回のみの受講可
〈 第１ 回〉  6月24日( 水) 〈 １ 日〉 オンラ イ ン
〈 第２ 回〉  9月11日( 金) 〈 １ 日〉 オンラ イ ン

6月12日( 金) 〈 １ 日〉 オンラ イ ン

小学校・ 中学校・ 高等学校・ 特別支援学校　 教職員 小学校・ 中学校・ 高等学校・ 特別支援学校　 教職員

〈 第２ 回〉 認定NPO法人CLACK 原口　 直（ 予定）

9525( 0000) 9526( 0000)

広報デザイ ン のためのWebアプリ ケーショ ン活用研修会
高等学校地理歴史科、 公民科の授業力を 高める 研修会―

「 歴史総合」 「 公共」 の授業づく り ―

・ 講義： Webアプリ Canvaを用いて（ 仮）
・ 協議： 自校の取組や課題（ 仮）

・ 講義
「 歴史総合」 の授業づく り 、 「 公共」 の授業づく り
・ 協議
　 授業実践に関する 情報共有、 よ り よ い授業づく り
　 に向けた研究協議

6月26日( 金) 〈 １ 日〉 オンラ イ ン
11月18日( 水) 〈 １ 日〉 オンラ イ ン
　 　 　 　 ※半日のみの受講可

小学校・ 中学校・ 高等学校・ 特別支援学校　 教職員 高等学校　 教員

県立高校教諭（ 調整中） 県内公立高校　 地理歴史科・ 公民科教諭
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〈 埼玉連携〉

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

9527( 0000) 9513( 0100,  0200)

｢楽し い授業づく り ｣音楽科研修会Ⅲ（ 小・ 中学校） 図工・ 美術授業力向上研修会

【 情報交換中心】 授業改善等について（ 音楽会等への取
組も 含む）
※所属校でご使用の端末機器を御用意く ださ い（ 可能な
範囲で）

〈 第１ 回〉 各校における 図工・ 美術科授業の現状と
　 　 　 　 　 授業改善について
〈 第２ 回〉 観点別評価の工夫について

9月25日( 金) 〈 １ 日〉 オンラ イ ン
※１ 回のみの受講可
〈 第１ 回〉  9月25日( 金)  〈 午後〉 オンラ イ ン
〈 第２ 回〉 11月6日( 金)  〈 午後〉 オンラ イ ン

小学校・ 中学校　 教員 小学校・ 中学校・ 特別支援学校　 教員

0 0

9514( 0000) 9508( 0100,  0200)

外国語教育における 小・ 中・ 高等学校の接続を 重視し た授
業力向上研修会

小学校外国語専科指導教員によ る 魅力ある 授業づく り 研修
会

〈 第１ 回〉 協議
　 各校種における 授業の現状と 言語活動の充実
〈 第２ 回〉 協議
　 授業における I CTの活用と 観点別評価の工夫

〈 第１ 回〉 講義
　 「 小学校外国語教育の現状と 課題」
〈 第２ 回〉 講義
　 「 小学校外国語活動・ 外国語の授業における I CT
　   の効果的な活用」

〈 第１ 回〉  10月14日( 水) 〈 １ 日〉 オン ラ イ ン
〈 第２ 回〉  1月22日( 金) 〈 １ 日〉 オンラ イ ン

※１ 回のみの受講可
〈 第１ 回〉 10月1日( 木) 〈 １ 日〉 オンラ イ ン
〈 第２ 回〉  1月28日( 木) 〈 １ 日〉 オンラ イ ン

小学校・ 中学校・ 高等学校　 教員 小学校・ 中学校・ 高等学校・ 特別支援学校　 教員

0
〈 第１ 回〉 義務教育指導課 指導主事
〈 第２ 回〉 未定

9528( 0000) 9529( 0100,  0200)

国際理解教育実践研修～SDGsと 多文化共生の視点によ る ～ 技術・ 家庭科( 技術分野) 授業力向上研修会

・ 講義： 国際理解教育の実践紹介
・ 講義： JI CAの国際理解教育の取組、
・ 総合教育センタ ーのサテラ イ ト 展示の紹介
・ 演習： 国際理解・ 多文化共生プロ グラ ムの作成

〈 第１ 回〉 協議
　 各校における 授業の現状と その改善について
　 　 ・ 内容Ａ 「 材料と 加工の技術」
　 　 ・ 内容Ｂ 「 生物育成の技術」
〈 第２ 回〉 協議
　 各校における 授業の現状と その改善について
　 　 ・ 内容Ｃ 「 エネルギー変換の技術」
　 　 ・ 内容Ｄ 「 情報の技術」

6月23日( 火) 〈 １ 日〉 オンラ イ ン
※１ 回のみの受講可
〈 第１ 回〉  7月9日( 木) 〈 １ 日〉 オンラ イ ン
〈 第２ 回〉 10月14日( 水) 〈 １ 日〉 オンラ イ ン

小学校・ 中学校・ 高等学校・ 特別支援学校　 教職員 小学校・ 中学校・ 特別支援学校　 教員

公立学校教諭
JI CA職員

0
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〈 埼玉連携〉

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

9530( 0100,  0200) 9531( 0100,  0200)

小学校家庭科・ 中学校技術家庭科（ 家庭分野） 授業力向上
研修会

高等学校情報科進学指導を 意識し た授業づく り

〈 第１ 回〉 協議
各校における 家庭科授業の現状と 授業改善について
　 ・ 内容Ａ 「 家族・ 家庭生活」
　 ・ 内容Ｂ 「 衣食住の生活」 （ 食生活）
　 ・ 生活の課題と 実践
〈 第２ 回〉 協議
各校における 家庭科授業の現状と 授業改善について
　 ・ 内容Ｂ 「 衣食住の生活」 （ 衣生活、 住生活）
　 ・ 内容Ｃ 「 消費生活・ 環境」
　 ・ 生活の課題と 実践

〈 第１ 回〉
　 講演「 大学進学を意識し たデータ 分析（ データ サ
　 　 　 　 イ エンス ） 」
　 協議( 情報共有)
〈 第２ 回〉
　 実践事例紹介、 協議( 情報共有)

※１ 回のみの受講可　 ※時間は15: 00～16: 30
〈 第１ 回〉  7月10日( 金) 〈 午後〉 オンラ イ ン
〈 第２ 回〉 10月9日( 金) 〈 午後〉 オンラ イ ン

※１ 回のみの受講可　 ※オンラ イ ン 実施
〈 第１ 回〉 9月25日( 金) 〈 14: 30～16: 40〉
〈 第２ 回〉 10月19日( 月) 〈 13: 45～16: 40〉

小学校・ 中学校　 教員 高等学校・ 特別支援学校　 教員

0
〈 第１ 回〉 立正大学データ サイ エン ス 学部
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 准教授（ 予定）
〈 第２ 回〉 県立高等学校教諭

9532( 0100,  0200) 9533( 0000)

教諭等・ 学校組織マネジメ ント 研修会 地域と と も に歩む学校づく り セミ ナー

〈 第１ 回〉 講義・ 演習「 組織マネジメ ント と は」
〈 第２ 回〉 講義・ 演習「 フ ァ シリ テーショ ン 演習」

講義演習： コ ミ ュ ニティ ス ク ールと 地域学校協働活動の
推進

※１ 回のみの受講可
〈 第１ 回〉  6月26日( 金) 〈 午後〉 オンラ イ ン
〈 第２ 回〉  10月9日( 水) 〈 午後〉 オンラ イ ン

9月30日( 水)  〈 午後〉 オンラ イ ン

高等学校・ 特別支援学校　 教職員 小学校・ 中学校・ 高等学校・ 特別支援学校　 教職員

0 国立教育政策研究所　 社会教育実践センタ ー職員

9534( 0100,  0200,  0300) 9535( 0000)

特別支援学校の養護教諭のための専門研修会 特別支援教育～教員がつながる Ｔ ひろ ば～

〈 第１ 回〉
「 養護教諭が実践する 職員研修のデザイ ン（ 仮） 」
〈 第２ 回〉
「 特別支援学校における 性に関する 指導について
（ 仮） 」
〈 第３ 回〉
「 聴覚障害のある 児童生徒の理解と 支援（ 仮） 」

〈 第１ 回～第３ 回〉
・ 定期的なオンラ イ ンミ ーティ ングによ る 受講者同
　 士の情報交換（ 全３ 日）
・ 国立特別支援教育総合研究所のイ ンタ ーネッ ト に
　 よ る 講義配信「 学びラ ボ～特別支援教育ｅ ラ ーニ
　 ング～」 の受講（ 各自で受講）
・ アンケート フ ォ ームや研修情報サイ ト を活用し た
　 情報提供や相談
・ 大学講師によ る オンラ イ ン講義への参加（ 希望
　 者）

※１ 回のみの受講可　 ※時間は15: 15～16: 45
〈 第１ 回〉 11/17( 火) 〈 午後〉 オンラ イ ン
〈 第２ 回〉 11/24( 火) 〈 午後〉 オンラ イ ン
〈 第３ 回〉 12/ 1( 火) 〈 午後〉 オンラ イ ン

※時間は15: 00～16: 30
〈 第１ 回〉  9月25日( 金) 〈 午後〉 オンラ イ ン
〈 第２ 回〉 11月10日( 火) 〈 午後〉 オンラ イ ン
〈 第３ 回〉  1月26日( 火) 〈 午後〉 オンラ イ ン

特別支援学校の養護教諭
幼児教育施設・ 小学校・ 中学校・ 高等学校・ 特別支援学
校　 教職員

0 0
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〈 埼玉連携〉

研修番号 研修番号
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対象 対象
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目的

期日会場
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9536( 0100,  0200,  0300,  0400) 9519( 0100,  0200)

みんなで考える 生徒指導・ 教育相談 教育相談カウ ン セリ ン グ研修会

〈 第１ 回〉 講義： いじ め対応（ 仮）
〈 第２ 回〉 講義： わかる と かわる 不登校～あなたが
　 　 　 　 　 　 　 　 でき る こ と （ 仮）
〈 第３ 回〉 講義： 学級経営（ 仮）
〈 第４ 回〉 講義： 保護者対応（ 仮）

〈 第１ 回〉 講義： 「 発達障害・ 愛着障害～保護者への対
応、 学校での対応～（ 仮） 」
〈 第２ 日〉 講義： 「 子ど も の育ちを 支える （ 仮） 」

※１ 回のみの受講可
〈 第１ 回〉 7/28( 火) 〈 １ 日〉 オン ラ イ ン
〈 第２ 回〉 8/7( 金) 〈 １ 日〉 オンラ イ ン
〈 第３ 回〉 8/18( 火) 〈 9: 00～12: 00〉 オンラ イ ン
〈 第４ 回〉 10/16( 金) 〈 13: 50～16: 30〉 オンラ イ ン

※１ 回のみの受講可
〈 第１ 回〉 6/15( 月) ～8/28( 金) オン デマンド
〈 第２ 回〉 11/26( 木) ～1/12( 火) オンデマン ド

小学校・ 中学校・ 高等学校・ 特別支援学校　 教職員
幼児教育施設・ 小学校・ 中学校・ 高等学校・ 特別支援学
校　 教職員

〈 第１ 回〉 茅ヶ 崎市教育委員会　 法律専門職
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 岡田　 常志
〈 第２ 回〉 岐阜大学　 大学院　 教授　 加藤　 善一郎
〈 第３ 回〉 未定
〈 第４ 回〉 三重大学　 教授　 松浦　 直己

〈 第１ 回〉 跡見学園女子大学　 心理学部
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 教授　 小栗　 貴弘
〈 第２ 回〉 奥山こ ど も ク リ ニッ ク
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 理事長兼院長　 奥山　 力

9537( 0000) 9515( 0100,  0200)

管理職・ 「 総合的な探究の時間」 を 考える 研修会
高等学校数学科・ 数学的活動の充実を 目指す授業づく り

研修会

・ 講義「 『 総合的な探究の時間』 の充実に向けて」
・ 県立高校学際的な学び推進事業
　 「 学・ SAI TAMAプロ ジェ ク ト 」 の取組事例
・ 各校情報共有、 自校における 実践の検討

〈 第１ 回〉 講義
　 「 数学的活動の充実し た授業づく り 」
　 協議・ 演習「 授業実践に向けた計画・ 検討」
〈 第２ 回〉
　 発表・ 協議「 授業実践報告と 研究協議」

7月23日( 木) 〈 午前〉 オンラ イ ン
※１ 回のみの受講可
〈 第１ 回〉 7月3日( 金)  〈 午後〉 オンラ イ ン
〈 第２ 回〉 12月8日( 火)  〈 午後〉 オンラ イ ン

高等学校・ 特別支援学校
校長・ 副校長・ 教頭・ 主幹教諭

高等学校　 教員

0 〈 第１ 回〉 外部講師予定

9538( 0000)

管理職・ 人材育成マネジメ ント 研修会

・ 講義「 教職員の人材育成と 組織マネジメ ン ト （ 仮） 」
・ 研究協議「 人材育成の課題整理と 改善策の検討」

12月7日( 月)  〈 午後〉 オンラ イ ン

小学校・ 中学校・ 高等学校・ 特別支援学校
校長・ 副校長・ 教頭

東京学芸大学　 教授　 岩田　 康之
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